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11月1日号

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！（TBSラジオ系列全国33局ネット）全日本トラック協会
presents

　本番組は、トラック運送業界の安全や環境等への取り組みなどを内外
に広くPRするとともに、パーソナリティの宮崎瑠依さんと皆川玲奈TBSア
ナウンサーが、車に関する話題や音楽で全国のドライバーの皆さんの安
全運行をサポートします。

・  11月の特別番組放送予定
11月 4日（金） 「エコドライブ推進月間①」
11月 11日（金） 「エコドライブ推進月間②」
11月 18日（金） 「物流経営士特集」 （8面に詳細）

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【得意分野を生かすサービスの創造】…３面／
タイヤケアホントの話【期待が高まる「冬用タイヤ自動判定装置」】…５面／食の新旧街道
を行く【卵かけご飯の道「うま、早、安の元祖TKG」】…７面

11月の名言

アメリカ合衆国の作家、小説家。代表作に『トム・ソーヤーの冒険』など。＜出典：ウェブサイト「マーク・トウェインの名言・格言」＞
マーク・トウェイン（1835.11.30～ 1910.4.21）

速度を上げるばかりが、人生ではない。

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

10/15～11/14  8551
11/15～12/14  1923

８ ・ 写真で見る「トラックの日」
全国各地で多彩なイベント開催

２・３
・ トラック協会ニュース
・ 官公庁ニュース（国交省等）

４
《第48回全国トラック
  ドライバー・コンテスト特集》
・各部門優勝者インタビュー
・入賞者一覧

5 ・ 物流経営士に聞く
［第8回］小倉 正也氏
（茨城流通サービス㈱ 取締役管理部長）

6・7
・ 物流彼

あ ち こ ち

方此方＜拡大版＞
  ㈱みどり（青森県）
・女性社員座談会

同社では、近隣の大学から
インターンシップ生を受け入れている

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
22
日
と

23
日
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安

全
運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち

な
か
市
）
で
、「
第
48
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
た
。
今
大
会
に
は
、
都
道
府
県
の
地

区
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
１
４
２
人

（
４
㌧
部
門
45
人
、
11
㌧
部
門
39
人
、

ト
レ
ー
ラ
部
門
37
人
、
女
性
﹇
ト
ラ
ガ

ー
ル
﹈
部
門
21
人
）
の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ

ー
が
出
場
、
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

日
本
一
の
座
を
巡
り
、
運
転
・
点
検
技
術

や
知
識
を
競
っ
た
。

　

競
技
の
結
果
は
10
月
24
日
の
表
彰
式

で
発
表
さ
れ
、
総
合
得
点
９
９
１
点
で
第

１
位
と
な
っ
た
４
㌧
部
門
・
神
奈
川
県
代

表
の
井
上
誠
さ
ん
（
㈱
日
立
物
流
南
関

東 

神
奈
川
輸
送
営
業
所
）
が
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
（
４
面
に
入
賞
者
一

覧
）。

　

部
門
別
で
は
、
11
㌧
部
門

が
岡
山
県
代
表
の
平
岡
誠
次

さ
ん
（
日
本
通
運
㈱ 

倉
敷

支
店 

東
鐡
事
業
所
）、
ト
レ

ー
ラ
部
門
が
愛
知
県
代
表
の

石
神
孝
信
さ
ん
（
日
本
通
運

㈱ 

中
京
コ
ン
テ
ナ
支
店 

名

古
屋
コ
ン
テ
ナ
セ
ン
タ
ー
）、

女
性
部
門
が
神
奈
川
県
代
表

の
松
本
恭
子
さ
ん
（
中
央
エ

ー
ス
物
流
㈱ 

厚
木
営
業
所
）

が
優
勝
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
10
月
22

日
㈯
に
実
科
競
技
（
運
転
技

能
・
点
検
）
と
学
科
競
技
、

10
月
23
日
㈰
に
実
科
競
技

（
運
転
技
能
）を
実
施
し
た
。

10
月
24
日
㈪
に
は
、
表
彰
式

を
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
（
東
京

都
千
代
田
区
）
で
開
催
。
表

彰
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
星
野
良
三
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
今
後
と
も
都
道

府
県
代
表
と
し
て
、
全
国
大

会
に
参
加
し
た
実
績
と
名
誉

を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
、

職
場
や
地
域
社
会
の
中
で
交

通
安
全
に
対
す
る
模
範
的
な

　

石
井
啓
一
国
土
交
通
大
臣

は
10
月
23
日
、
第
48
回
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
競
技
会
場
を
視
察

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

選
手
の
健
闘
を
た
た
え
た
。

続
い
て
、
全
ト
協
の
細
野
高

弘
専
務
理
事
か
ら
結
果
と
概

要
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

成
績
発
表
は
、
伊
藤
昭
人

副
会
長（
交
通
対
策
委
員
長
）

か
ら
部
門
別
に
順
番
に
読
み

上
げ
ら
れ
、
各
部
門
１
位
か

し
た
。
当
日
は
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
星
野
良
三
会

長
、
伊
藤
昭
人
副
会
長
（
交

通
対
策
委
員
長
）、
小
林
幹

愛
副
会
長
（
茨
城

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

長
）ら
が
出
迎
え
、

石
井
大
臣
に
は
自

動
車
局
の
藤
井
直

樹
局
長
が
同
行
し

た
。

　

会
場
で
は
、
星

野
会
長
が
競
技
コ

ー
ス
な
ど
を
案
内

し
、
課
題
走
行
の

ら
５
位
、国
土
交
通
大
臣
賞
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
特

別
賞
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
な

ど
が
発
表
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て

国
土
交
通
省
の
藤
井
直
樹
自

動
車
局
長
、
警
察
庁
の
長
谷

川
豊
審
議
官
が
、
全
選
手
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
す
る
祝

辞
を
述
べ
た
。

概
要
等
を
説
明
し
た
。
石
井

大
臣
は
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
試

乗
し
た
ほ
か
、
競
技
を
熱
心

に
視
察
。
さ
ら
に
、
競
技
終

了
後
の
選
手
ら
と
懇
談
。
石

井
大
臣
は
、
選
手
を
労
っ
た

あ
と
、
日
頃
の
安
全
運
転
の

コ
ツ
な
ど
を
選
手
に
質
問
し

て
い
た
。
な
お
、
大
臣
ク
ラ

ス
の
政
府
要
人
に
よ
る
大
会

視
察
は
初
め
て
の
こ
と
と
な

る
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

振
興
議
員
連
盟
総
会
に
続
い

て
、
同
日
行
わ
れ
た
公
明
党

ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会

に
も
出
席
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望

事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。
会
で
は
冒
頭
、
北
側
一

雄
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議

員
懇
話
会
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
坂
本
克
已
全
ト
協
副
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
福

本
秀
爾
全
ト
協
理
事
長
が
業

界
の
最
重
要
要
望
事
項
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
出
席
議
員
と
の

意
見
交
換
で
は
、
小
幡
鋹
伸

全
ト
協
副
会
長
も
議
員
か
ら

の
意
見
に
対
す
る
説
明
を
行

う
な
ど
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。

　

同
総
会
に
は
、
全
ト
協
か

ら
星
野
良
三
会
長
の
ほ
か
、

坂
本
克
已
副
会
長
、
辻
卓
史

副
会
長
、小
林
和
男
副
会
長
、

小
丸
成
洋
副
会
長
、
小
幡
鋹

伸
副
会
長
、
須
藤
弘
三
副
会

長
、
伊
藤
昭
人
副
会
長
、
齋

藤
充
副
会
長
、
嶋
田
康
子
副

会
長
、
眞
鍋
博
俊
副
会
長
、

馬
渡
雅
敏
副
会
長
、
千
原
武

美
副
会
長
、
小
林
幹
愛
副
会

長
、
福
本
秀
爾
理
事
長
が
出

席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
あ
い
さ
つ

し
た
細
田
博
之
自
民
党
ト
ラ

ッ
ク
議
連
会
長
は
、「
石
油

価
格
は
こ
れ
ま
で
安
値
で
推

移
し
て
い
た
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
石
油
輸
出
国
機
構
）
な
ど

に
よ
る
生
産
調
整
の
流
れ
を

受
け
て
、
じ
り
じ
り
と
押
し

上
げ
ム
ー
ド
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
の
流
れ
は
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
と
っ
て
油
断

で
き
な
い
。
業
界
の
要
望
実

現
に
向
け
、
万
全
の
態
勢
で

取
り
組
め
る
よ
う
、
我
々
と

し
て
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
た

い
」と
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

ま
た
、
星
野
良
三
全
ト
協
会

長
は
、
国
会
会
期
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く
の
国
会
議
員

が
出
席
し
た
こ
と
に
謝
意
を

示
し
つ
つ
、「
業
界
と
し
て
は
、

特
に
人
手
不
足
の
問
題
が
深

刻
だ
。
労
働
環
境
を
改
善
さ

せ
、
若
年
層
を
多
く
業
界
に

取
り
込
ん
で
ま
い
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、
福
本
秀
爾
全
ト

協
理
事
長
か
ら
、
業
界
の
最

重
点
要
望
事
項
（
表
）
に
つ

い
て
説
明
。
そ
れ
を
受
け
、

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省

か
ら
同
事
項
へ
の
対
応
に
つ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
、
10
月
18
日

に
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
振
興
議
員
連
盟
総
会
に
お
い
て
、
出
席

し
た
自
民
党
国
会
議
員
に
対
し
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、第
１
９
２
回
国
会
（
臨
時
会
）

開
催
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
１
９

人
も
の
自
民
党
国
会
議
員
が
参
集
（
本
人

出
席
１
１
６
人
、
代
理
出
席
１
０
３
人
。

出
席
議
員
名
簿
２
面
）。多
く
の
議
員
が
、

業
界
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
、要
望
実
現
に
向
け
、

ト
ラ
ッ
ク
議
連
と
し
て
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

「
高
速
道
路
積
極
活
用
へ
の
諸
施
策
実
現
」
な
ど
４
項
目

経
営
環
境
改
善
に
向
け
ト
ラ
ッ
ク
議
連
・
業
界
が
一
致
団
結
へ

自民党トラック議連総会で
最重点要望事項を説明

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
な

お
、
国
交
省
か
ら
は
末
松
信

介
副
大
臣
の
ほ
か
根
本
幸
典

政
務
官
と
藤
井
比
早
之
政
務

官
が
、
ま
た
厚
労
省
か
ら
は

堀
内
詔
子
政
務
官
が
出
席
し

た
。

　

そ
の
後
、
出
席
し
た
議
員

に
よ
る
意
見
交
換
を
実
施
。

「
日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
コ

ン
テ
ナ
積
載
率
が
低
く
、
コ

ス
ト
が
余
計
に
か
か
っ
て
お

り
、
業
界
は
適
正
な
利
潤
を

受
け
取
れ
て
い
な
い
。
運
送

業
者
が
適
正
利
潤
を
受
け
取

り
、
労
働
環
境
改
善
に
向
け

た
投
資
を
行
う
こ
と
で
、
優

秀
な
人
材
を
獲
得
で
き
る
と

い
う
好
循
環
を
実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

「
現
在
、
高
速
道
路
の
多
く

の
区
間
で
２
車
線
か
ら
４
車

線
へ
の
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
工
事
は
夜
間
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ト

ラ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
輸
送
の
妨

げ
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
デ

ー
タ
を
活
用
し
、
優
先
す
べ

き
区
間
を
優
先
し
て
、
４
車

線
化
を
進
め
る
べ
き
だ
」「
ト

ラ
ッ
ク
が
駐
車
で
き
る
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や

道
の
駅
な
ど
は
混
ん
で
い
る

こ
と
が
多
い
。
一
方
で
、
交

通
量
が
比
較
的
多
く
な
い
高

速
道
路
も
あ
る
た
め
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
併
せ
て
、

弾
力
的
な
高
速
道
路
料
金
の

設
定
に
よ
り
、
高
速
道
路
の

有
効
利
用
を
図
れ
る
よ
う
な

施
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
、
業
界
の
経
営

環
境
改
善
に
向
け
た
意
見
が

数
多
く
出
さ
れ
た
。

　

な
お
、
全
ト
協
は
10
月
27

日
に
開
催
さ
れ
た
自
民
党

「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る

政
策
懇
談
会
」
に
お
い
て
も

最
重
点
要
望
事
項
の
説
明
を

行
っ
た
。

自民党トラック議連総会で、平成29年度税制改正・予算要望を行う星野良三全
ト協会長（10月18日、自民党本部）

表 平成29年度税制改正・予算に関する最重点要望事項
１．高速道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
２．中小企業投資促進税制の延長
３．自動車関係諸税の軽減
４．長時間労働抑制のための諸施策の積極的推進及び補助・助成の拡充

全
ト
協

石
井
啓
一
国
交
大
臣
が
初
視
察

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会

に
も
要
望
事
項
説
明

井
上 
誠
さ
ん（　

）

プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
日
本
一

第48回 全国トラックドライバー・コンテスト

４
㌧

神
奈
川

表彰式後の記者会見でガッツポーズ。左から11トン部門・平岡誠次さん、内閣総理大臣賞の
４トン部門・井上誠さん、トレーラ部門・石神孝信さん、女性部門・松本恭子さん）

競
技
会
場
を
視
察
す

る
石
井
啓
一
国
交
大

臣
（
10
月
23
日
、
茨

城
県
・
安
全
運
転
中

央
研
修
所
）

競技を終えた選手らと懇談する石井国交大臣（10
月23日、茨城県・安全運転中央研修所）

公明党トラック問題議員懇話会であいさつする坂本副会長（10月18日、衆議院第二議員会館）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.10.15—11.1

　あなたは前方にスーパーマーケットのある道路を走行していま
す。前車が左のウインカーを出しています。この場面にはどのよう
な危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 81回〕「スーパーのある道路の走行」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
11
日
、
中
小
企
業
庁
よ

り
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
に
基
づ
く
「
事
業
分
野
別

経
営
力
向
上
推
進
機
関
」
に

認
定
さ
れ
た
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
伴
う
労
働
力
人
口

の
減
少
や
、
国
際
競
争
の
激

化
な
ど
、
中
小
企
業
や
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
事
業

環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
の

生
産
性
向
上
を

支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
成

長
・
発
展
の
た
め

の
経
営
力
強
化

（「
稼
ぐ
力
」
の

強
化
）
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
法
が

今
年
７
月
１
日
に

施
行
さ
れ
た
。

　

同
法
の
ス
キ
ー

ム
は
次
の
通
り
。

　

①
政
府
に
よ
る

事
業
分
野
の
特

性
に
応
じ
た
指
針

（
事
業
分
野
別
指

針
）
の
策
定

　

②
中
小
企
業

・
小
規
模
事
業

者
等
に
よ
る
経
営

力
向
上
に
係
る

取
組
の
支
援

　

事
業
者
は
事
業
分
野
別
指

針
に
沿
っ
て
、
顧
客
デ
ー
タ

の
分
析
を
通
じ
た
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
財
務
管
理
の
高
度

化
、
人
材
育
成
等
に
よ
り
経

営
力
を
向
上
し
て
実
施
す
る

事
業
計
画
（「
経
営
力
向
上

計
画
」）
を
作
成
し
、
国
土

交
通
省
に
申
請
。
国
交
省
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
事

業
者
は
税
制
や
金
融
支
援
等

の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
（
図
）。

　

全
ト
協
で
は
、
事
業
者
の

経
営
者
層
・
従
業
員
に
対

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種

セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
事
業

分
野
別
指
針
の
普
及
啓
発
を

行
う
ほ
か
、生
産
性
向
上（
経

営
力
向
上
）
に
資
す
る
人
材

育
成
等
を
行
う
。

　

な
お
、
経
営
力
向
上
計
画

の
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
全
ト
協
ま
た
は
中
企
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

「
危
険
物
荷
卸
し
時
相
互

立
会
い
推
進
全
国
一
斉
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開

タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・

高
圧
ガ
ス
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
タ

ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス

部
会
（
上
野
善
部
会
長
）
で

は
、
11
月
1
日
〜
14
日
の
期

間
で
「
危
険
物
荷
卸
し
時
相

互
立
会
い
推
進
全
国
一
斉
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。

　

危
険
物
の
荷
卸
し
に
あ
た

っ
て
は
、
混
油
、
誤
注
入
や

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
等
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
荷
卸
し
を
す

る
側
と
荷
卸
し
を
受
け
る
側

の
双
方
の
危
険
物
取
扱
者
が

立
ち
会
い
、
事
故
防
止
の
た

め
に
必
要
な
確
認
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
危
険
物
荷
卸
し
時
の

相
互
立
会
い
の
必
要
性
、
重

要
性
を
周
知
し
、
給
油
取
扱

所
（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）

な
ど
危
険
物
取
扱
所
に
お
け

る
確
実
な
相
互
立
会
い
実
施

の
推
進
を
目
的
に
実
施
す
る
。

　

各
都
道
府
県
ト
協
の
タ
ン

ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス
部

会
で
は
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
に
併
せ
て
啓
発
チ
ラ

シ
（
写
真
）
を
作
成
。
荷
卸

し
先
に
対
し
て
配
布
す
る
な

ど
、
相
互
立
会
い
へ
の
理
解

・
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

滋
賀
特
産
品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
に
輸
送
で
協
力

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
田
中
亨
会
長
）
で
は
、
10

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～数字編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  横断歩道とその手前から50メートル以内は追越し禁止である。　
（ ○・× ）

❷  交差点とその端から5メートル以内は駐停車禁止である。　　　
（ ○・× ）

❸  進路変更時の合図は、進路を変えようとするときの3秒前に出
す。（ ○・× ）

❹  標識等で最高速度が指定されていない自動車専用道路における最
大積載量3トン未満の貨物自動車の最高速度は、時速100キロであ
る。（ ○・× ）

❺  貨物自動車に積載できる貨物の長さは、自動車の長さの1.1倍ま
でである。（ ○・× ）

 （解答は７面）

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

浴
室
を
一
時
休
業

東
神
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

東
神
Ｔ
Ｓ
は
、
次
の
通

り
浴
室
を
一
時
休
業
す
る
。

▽ 

11
月
７
日
㈪
９
時
〜
17

時

（
11
月
１
日
〜
11
月
30
日
）

▽
11
月
２
日

・
第
３
回
引
越
事
業
者
優
良
認

定
制
度
審
査
委
員
会

▽
11
月
10
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
回
総
務
委
員
会

▽
11
月
14
日

・
第
46
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

▽
11
月
25
日

・
第
６
回
労
働
安
全
・
衛
生
委

員
会

【
本
人
出
席
・
衆
議
院
】

池
田　

佳
隆 （
比
例
東
海
）

石
田　

真
敏 （
和
歌
山
２
区
）

石
破　

茂 
（
鳥
取
１
区
）

井
野　

俊
郎 （
群
馬
２
区
）

井
林　

辰
憲 （
静
岡
２
区
）

今
枝
宗
一
郎 

（
愛
知
14
区
）

岩
田　

和
親 （
比
例
九
州
）

衛
藤
征
士
郎 （
大
分
２
区
）

遠
藤　

利
明 （
山
形
１
区
）

大
岡　

敏
孝 （
滋
賀
１
区
）

大
西　

英
男 （
東
京
16
区
）

大
見　

正 

（
比
例
東
海
）

奥
野　

信
亮 （
奈
良
３
区
）

小
里　

泰
弘 （
鹿
児
島
４
区
）

小
田
原　

潔 （
東
京
21
区
）

門　
　

博
文 （
比
例
近
畿
）

金
子
万
寿
夫 （
鹿
児
島
２
区
）

神
谷　

昇 

（
比
例
近
畿
）

神
山　

佐
市 （
埼
玉
７
区
）

亀
岡　

偉
民 （
福
島
１
区
）

菅
家　

一
郎 

（
比
例
東
北
）

木
内　

均 

（
比
例
北
信
越
）

北
村　

誠
吾 （
長
崎
４
区
）

木
原　

誠
二 （
東
京
20
区
）

木
原　

稔 

（
熊
本
１
区
）

木
村　

太
郎 （
青
森
４
区
）

熊
田　

裕
通 （
愛
知
１
区
）

古
賀　

篤 

（
福
岡
３
区
）

後
藤　

茂
之 （
長
野
４
区
）

小
林　

史
明 （
広
島
７
区
）

小
松　

裕 

（
比
例
北
信
越
）

坂
井　

学 

（
神
奈
川
５
区
）

佐
々
木　

紀 （
石
川
２
区
）

佐
田
玄
一
郎 

（
群
馬
１
区
）

左
藤　

章 

（
大
阪
２
区
）

佐
藤
ゆ
か
り 

（
大
阪
11
区
）

塩
谷　

立 

（
静
岡
８
区
）

島
田　

佳
和 （
比
例
東
海
）

鈴
木　

淳
司 （
比
例
東
海
）

瀬
戸　

隆
一 

（
比
例
四
国
）

高
鳥　

修
一 
（
新
潟
６
区
）

武
部　

新 
（
北
海
道
12
区
）

竹
本　

直
一 
（
大
阪
15
区
）

橘　

慶
一
郎 

（
富
山
３
区
）

田
中　

和
德 （
神
奈
川
10
区
）

田
中　

英
之 （
京
都
４
区
）

谷　
　

公
一 

（
兵
庫
５
区
）

辻　
　

清
人 （
東
京
２
区
）

冨
岡　

勉 

（
長
崎
１
区
）

中
川　

郁
子 （
北
海
道
11
区
）

中
谷　

真
一 

（
比
例
南
関
東
）

中
村　

裕
之 （
北
海
道
４
区
）

中
山　

泰
秀 （
大
阪
４
区
）

西
村　

明
宏 （
宮
城
３
区
）

西
銘
恒
三
郎 （
比
例
九
州
）

根
本　

幸
典 （
愛
知
15
区
）

野
田　

毅 

（
熊
本
２
区
）

馳　
　

浩 

（
石
川
１
区
）

林　
　

幹
雄 （
千
葉
10
区
）

原
田　

憲
治 （
大
阪
９
区
）

平
井　

卓
也 （
香
川
１
区
）

平
口　

洋 

（
広
島
２
区
）

福
井　

照 

（
比
例
四
国
）

藤
井
比
早
之 （
兵
庫
４
区
）

古
川　

康 

（
佐
賀
２
区
）

細
田　

博
之 （
島
根
１
区
）

堀
井　

学 

（
北
海
道
９
区
）

堀
内　

詔
子 （
比
例
南
関
東
）

牧
原　

秀
樹 （
比
例
北
関
東
）

松
本　

純 

（
神
奈
川
１
区
）

三
ツ
矢
憲
生 

（
三
重
５
区
）

三
原　

朝
彦 （
福
岡
９
区
）

宮
内　

秀
樹 （
福
岡
４
区
）

宮
川　

典
子 （
比
例
南
関
東
）

宮
澤　

博
行 （
静
岡
３
区
）

望
月　

義
夫 （
静
岡
４
区
）

盛
山　

正
仁 （
比
例
近
畿
）

八
木　

哲
也 （
比
例
東
海
）

簗　
　

和
生 （
栃
木
３
区
）

山
口　

俊
一 
（
徳
島
２
区
）

山
口　

泰
明 （
埼
玉
10
区
）

山
田　

美
樹 （
東
京
１
区
）

山
本　

幸
三 （
福
岡
10
区
）

吉
野　

正
芳 （
福
島
５
区
）

渡
辺　

博
道 （
千
葉
６
区
）

【
本
人
出
席
・
参
議
院
】

赤
池　

誠
章 （
比
例
）

朝
日
健
太
郎 （
東
京
）

足
立　

敏
之 （
比
例
）

阿
達　

雅
志 （
比
例
）

石
井　

正
弘 （
岡
山
）

猪
口　

邦
子 （
千
葉
）

井
原　

巧 

（
愛
媛
）

太
田　

房
江 （
比
例
）

岡
田　

広 

（
茨
城
）

片
山
さ
つ
き 

（
比
例
）

北
村　

経
夫 （
比
例
）

上
月　

良
祐 （
茨
城
）

古
賀
友
一
郎
（
長
崎
）

酒
井　

庸
行 （
愛
知
）

佐
藤　

啓 

（
奈
良
）

佐
藤　

信
秋 （
比
例
）

末
松　

信
介 （
兵
庫
）

高
野
光
二
郎 （
高
知
）

高
橋　

克
法 （
栃
木
）

滝
波　

宏
文 （
福
井
）

中
西　

哲 

（
比
例
）

長
峯　

誠 

（
宮
崎
）

野
村　

哲
郎 （
鹿
児
島
）

堀
井　

巌 

（
奈
良
）

舞
立　

昇
治 （
鳥
取
）

松
川　

る
い 

（
大
阪
）

松
下　

新
平 （
宮
崎
）

宮
沢　

洋
一 

（
広
島
）

山
下　

雄
平 （
佐
賀
）

吉
川
ゆ
う
み （
三
重
）

渡
辺　

猛
之 （
岐
阜
）

【
代
理
出
席
・
衆
議
院
】

赤
澤　

亮
正 
（
鳥
取
２
区
）

麻
生　

太
郎 

（
福
岡
８
区
）

甘
利　

明 

（
神
奈
川
13
区
）

石
原　

伸
晃 

（
東
京
８
区
）

石
原　

宏
高 

（
東
京
３
区
）

伊
藤　

達
也 

（
東
京
22
区
）

伊
東　

良
孝 

（
北
海
道
７
区
）

井
上　

信
治 

（
東
京
25
区
）

井
上　

貴
博 

（
福
岡
１
区
）

岩
屋　

毅 

（
大
分
３
区
）

上
野
賢
一
郎 

（
滋
賀
２
区
）

江
藤　

拓 

（
宮
崎
２
区
）

大
串　

正
樹 

（
兵
庫
６
区
）

大
塚　

高
司 

（
大
阪
８
区
）

大
野
敬
太
郎 

（
香
川
３
区
）

小
此
木
八
郎 

（
神
奈
川
３
区
）

鬼
木　

誠 

（
福
岡
２
区
）

小
渕　

優
子 

（
群
馬
５
区
）

梶
山　

弘
志 

（
茨
城
４
区
）

加
藤　

勝
信 

（
岡
山
５
区
）

加
藤　

寛
治 

（
長
崎
２
区
）

門
山　

宏
哲 

（
比
例
南
関
東
）

金
子　

恵
美 

（
新
潟
４
区
）

金
子　

恭
之 

（
熊
本
５
区
）

金
田　

勝
年 

（
秋
田
２
区
）

上
川　

陽
子 

（
静
岡
１
区
）

鴨
下　

一
郎 

（
東
京
13
区
）

河
井　

克
行 

（
広
島
３
区
）

神
田　

憲
次 

（
比
例
東
海
）

城
内　

実 

（
静
岡
７
区
）

岸
田　

文
雄 

（
広
島
１
区
）

國
場
幸
之
助 

（
比
例
九
州
）

小
島　

敏
文 

（
比
例
中
国
）

小
林　

鷹
之 

（
千
葉
２
区
）

齋
藤　

健 

（
千
葉
７
区
）

坂
本　

哲
志 

（
熊
本
３
区
）

櫻
田　

義
孝 

（
千
葉
８
区
）

笹
川　

博
義 

（
群
馬
３
区
）

白
石　

徹 

（
愛
媛
３
区
）

新
藤　

義
孝 

（
埼
玉
２
区
）

菅
原　

一
秀 

（
東
京
９
区
）

薗
浦
健
太
郎 

（
千
葉
５
区
）

武
井　

俊
輔 

（
宮
崎
１
区
）

竹
下　

亘 

（
島
根
２
区
）

武
田　

良
太 

（
福
岡
11
区
）

武
村　

展
英 

（
滋
賀
３
区
）

田
所　

嘉
徳 

（
茨
城
１
区
）

棚
橋　

泰
文 

（
岐
阜
２
区
）

谷
川　

と
む 

（
比
例
近
畿
）

田
畑　

裕
明 

（
富
山
１
区
）

津
島　

淳 

（
青
森
１
区
）

土
屋　

正
忠 

（
東
京
18
区
）

渡
海
紀
三
朗 

（
兵
庫
10
区
）

冨
樫　

博
之 

（
秋
田
１
区
）

豊
田
真
由
子 

（
埼
玉
４
区
）

永
岡　

桂
子 

（
比
例
北
関
東
）

中
谷　

元 

（
高
知
１
区
）

中
根　

一
幸 

（
比
例
北
関
東
）

西
川　

公
也 

（
比
例
北
関
東
）

西
村　

康
稔 

（
兵
庫
９
区
）

額
賀
福
志
郎 

（
茨
城
２
区
）

萩
生
田
光
一 

（
東
京
24
区
）

葉
梨　

康
弘 

（
茨
城
３
区
）

原
田　

義
昭 

（
福
岡
５
区
）

藤
丸　

敏 

（
福
岡
７
区
）

藤
原　

崇 

（
比
例
東
北
）

船
田　

元 

（
栃
木
１
区
）

古
屋　

圭
司 

（
岐
阜
５
区
）

細
田　

健
一 

（
新
潟
２
区
）

松
本　

洋
平 

（
東
京
19
区
）

三
ッ
林
裕
巳 

（
埼
玉
14
区
）

宮
路　

拓
馬 

（
比
例
九
州
）

宮
下　

一
郎 

（
長
野
５
区
）

森
山　

裕 

（
鹿
児
島
５
区
）

保
岡　

興
治 

（
鹿
児
島
１
区
）

山
下　

貴
司 

（
岡
山
２
区
）

山
本　

拓 

（
比
例
北
信
越
）

吉
川　

貴
盛 

（
北
海
道
２
区
）

【
代
理
出
席
・
参
議
院
】

青
木　

一
彦 

（
鳥
取
・
島
根
）

石
田　

昌
宏 

（
比
例
）

礒
崎　

陽
輔 

（
大
分
）

衛
藤　

晟
一 

（
比
例
）

大
家　

敏
志 

（
福
岡
）

大
野　

泰
正 

（
岐
阜
）

小
野
田
紀
美 

（
岡
山
）

金
子
原
二
郎 

（
長
崎
）

こ
や
り
隆
史 

（
滋
賀
）

島
村　

大 

（
神
奈
川
）

関
口　

昌
一 

（
埼
玉
）

武
見　

敬
三 

（
東
京
）

鶴
保　

庸
介 

（
和
歌
山
）

堂
故　

茂 

（
富
山
）

中
泉　

松
司 

（
秋
田
）

西
田　

昌
司 

（
京
都
）

馬
場　

成
志 

（
熊
本
）

松
村　

祥
史 

（
熊
本
）

松
山　

政
司 

（
福
岡
）

丸
川　

珠
代 

（
東
京
）

三
原
じ
ゅ
ん
子
（
神
奈
川
）

森　

ま
さ
こ 

（
福
島
）

森
屋　

宏 

（
山
梨
）

山
田　

宏 

（
比
例
）

山
本　

順
三 

（
愛
媛
）

模
企
業
共
済
契
約
者
に
対
し
、

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
即
日
低
利
融
資
を
行

う
災
害
時
貸
付
を
適
用
す
る
。

熊
本
地
震
の
中
小
支
援

１
年
間
適
用
を
延
長

　

中
小
企
業
庁
は
10
月
25

日
、
今
年
４
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

を
対
象
と
す
る
「
災
害
関
係

保
証
」
の
適
用
期
限
を
、
平

成
29
年
10
月
31
日
ま
で
１
年

間
延
長
す
る
と
発
表
し
た
。

　

関
連
政
令
を
閣
議
決
定
し

た
も
の
で
、
事
業
所
ま
た
は

主
要
な
事
業
用
資
産
に
係
る

罹
災
証
明
を
市
等
か
ら
受
け

た
中
小
企
業
者
に
対
し
、
一

般
保
証
と
は
別
枠
で
保
証
す

る
も
の
。

　

借
入
債
務
の
額
の
１
０
０

％
保
証
で
、
普
通
保
険
で
は

一
般
保
証
の
限
度
額
２
億
円

に
加
え
、
災
害
関
係
保
証
で

は
さ
ら
に
２
億
円
ま
で
保
証

さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
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ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
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ー
ス
等
）
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中
小
企
業
庁
は
10
月
19

日
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
へ
の
資
金
繰
り
支
援
を

強
化
し
、
同
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
。

　

11
日
に
成
立
し
た
平
成
28

年
度
第
２
次
補
正
予
算
を
踏

ま
え
た
融
資
制
度
お
よ
び
保

証
制
度
の
拡
充
・
創
設
を
行

う
も
の
。

　

政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る

資
金
繰
り
支
援
で
は
、
経
営

環
境
の
変
化
に
よ
り
一
時
的

に
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
中

で
も
、
雇
用
の
維
持
・
増
加

ま
た
は
経
営
改
善
の
計
画
を

策
定
す
る
事
業
者
に
対
し
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
商
工

組
合
中
央
金
庫
が
貸
付
金
利

を
最
大
０
・
４
％
引
き
下
げ

て
融
資
す
る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
等
経
営

強
化
法
に
基
づ
く
経
営
力
向

上
計
画
の
認
定
を
受
け
た
事

業
者
に
対
し
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
が
設
備
投
資
に
対
す

る
融
資
の
貸
付
金
利
を
、
０

・
９
％
引
き
下
げ
る
「
中
小

企
業
経
営
強
化
法
関
連
融

資
」
を
創
設
す
る
。

　

信
用
保
証
協
会
に
よ
る
資

金
繰
り
支
援
で
は
、
す
で
に

あ
る
保
証
付
き
融
資
を
新
た

に
借
り
換
え
る
際
の
保
証
を

実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
借
り

換
え
に
あ
た
り
、
前
向
き
な

投
資
等
の
た
め
に
新
規
資
金

を
追
加
す
る
場
合
に
は
、
据

置
期
間
を
最
大
２
年
ま
で
延

鳥
取
地
震
で
中
小
対
策

災
害
復
旧
貸
付
な
ど
実
施

　

中
小
企
業
庁
は
10
月
24

日
、
10
月
21
日
に
発
生
し
た

鳥
取
県
中
部
地
震
に
よ
る
災

長
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
熊
本
地
震
で

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り

を
支
援
す
る
た
め
、「
平
成

28
年
熊
本
地
震
特
別
貸
付
」

お
よ
び
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
保
証
４
号
」
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。

害
に
つ
い
て
、
倉
吉
市
、
東

伯
郡
三
朝
町
・
湯
梨
浜
町
・

北
栄
町
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

被
災
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
対
策
を
行
う
と
発
表
し

た
。

　

鳥
取
県
の
日
本
政
策
金
融

公
庫
、商
工
組
合
中
央
金
庫
、

商
工
会
議
所
な
ど
に
、
特
別

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
ほ

か
、
被
災
し
た
中
小
企
業
等

に
対
し
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
な
ど
が
運
転
資
金
ま
た
は

設
備
資
金
を
別
枠
の
限
度
額

で
融
資
す
る
（
災
害
復
旧
貸

付
）。

　

ま
た
、
鳥
取
県
内
の
各
市

町
村
で
、
今
回
の
災
害
の
影

響
に
よ
り
売
上
高
等
が
減
少

し
て
い
る
中
小
企
業
等
を
対

象
に
、
融
資
額
の
１
０
０
％

を
保
証
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
保
証
４
号
を
実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
、
返
済
猶
予
等
の

既
往
債
務
の
条
件
変
更
、
貸

出
手
続
き
の
迅
速
化
な
ど
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
小
規

資
金
繰
り
支
援
を
強
化

即
日
運
用
開
始

月
27
日
に
東
京
都
千
代
田
区

の
自
由
民
主
党
本
部
前
で
開

催
さ
れ
た
滋
賀
県
の
特
産
品

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
滋
賀
ふ
る

さ
と
市
場　

お
い
し
が　

う

れ
し
が
」
に
際
し
、
販
売
す

る
特
産
品
の
輸
送
協
力
を
実

施
し
た
。

　

自
民
党
農
林
・
食
料
戦
略

調
査
会
（
西
川
公
也
会
長
）

と
農
林
部
会
（
小
泉
進
次
郎

部
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
同

イ
ベ
ン
ト
は
、
琵
琶
湖
で
取

れ
た
魚
や
環
境
に
こ
だ
わ
っ

た
農
産
物
の
販
売
を
通
じ

て
、
滋
賀
の
恵
み
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
も
の
。
滋
賀
県
ト

協
で
は
同
イ
ベ
ン
ト
に
協
力

し
、
滋
賀
県
産
の
数
多
く
の

特
産
品
を
ト
ラ
ッ
ク
で
東
京

ま
で
輸
送
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
の
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
に
は
、
二
階
俊
博
幹

事
長
や
細
田
博
之
総
務
会
長

（
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振

興
議
員
連
盟
会
長
）、
ま
た

滋
賀
県
選
出
国
会
議
員
な
ど

が
出
席
し
た
ほ
か
、
滋
賀
県

か
ら
は
三
日
月
大
造
知
事
ら

が
参
加
。
会
場
に
は
多
く
の

人
が
詰
め
か
け
、
用
意
さ
れ

た
滋
賀
県
産
近
江
米
「
み
ず

か
が
み
」
や
伊
吹
特
産
「
ひ

ら
た
ね
な
し
柿
」、
鮒
ず
し
、

近
江
牛
カ
レ
ー
な
ど
多
彩
な

滋
賀
の
特
産
品
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
、大
盛
況
と
な
っ
た
。

（
本
文
１
面
、
敬
称
略
）

図  中小企業等経営強化法のスキーム（貨物自動車運送事業）

経済産業大臣
（基本方針の策定）

申請 認定

国土交通大臣
（事業分野別指針の策定）

【支援措置】
提出先

地方運輸局または沖縄総合事務局

申請事業者
中小企業・小規模事業者

中堅企業

普及啓発
人材育成

申請を
サポート

経営力向上計画

経営革新等支援機関

例
・商工会議所・商工会・中央会
・地域金融機関
・税理士、診断士等の土業　等

事業分野別
経営力向上推進機関

（全ト協）

▷生産性を高めるための機械装
置を取得した場合、３年間、
固定資産税を 1／ 2に軽減

▷計画に基づく事業に必要な資
金繰りを支援

▷認定事業者に対する補助金等
における優先採択

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
総
会
出
席
者
一
覧

二
階
俊
博
幹
事
長
（
右
か
ら
３
人
目
）

な
ど
が
出
席
し
た
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

（
10
月
27
日
、
自
民
党
本
部
前
）

読者アンケートに
ご協力ください。

　広報室では、今後の広報活動をより良
いものにするため、今号の「広報とらっ
く」に読者アンケートを折り込みました。
11 月 30 日を締め切りとして、皆様から
のご意見・ご感想等をお待ちしています。

「
事
業
分
野
別
経
営
力
向
上

推
進
機
関
」に
認
定

運
送
事
業
者
の
生
産
性
向
上
へ

総
合
的
支
援
体
制
を
整
備
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住
宅
メ
ー
カ
ー
の
資
材
な
ど
を

建
築
現
場
に
運
ん
で
い
る
事
業
者

の
中
に
は
、
建
築
工
事
ま
で
自
社

で
請
け
負
っ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
資
材
が

工
場
生
産
に
な
り
、
現
場
で
は
組

み
立
て
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
、
ビ
ル
ダ
ー
へ
の
参
入
を
容

易
に
し
て
い
る
条
件
の
１
つ
だ
。

ま
た
、業
界
的
な
事
情
と
し
て
は
、

運
送
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
事
業
形
態
へ
の

転
換
と
い
う
面
も
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
建
築
資
材

を
現
場
に
運
ん
で
建
築
工
事
も
請

け
負
う
と
い
う
業
務
形
態
の
事
業

者
は
、
現
在
で
は
さ
ほ
ど
珍
し
い

存
在
で
は
な
い
。「
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
進
ん
だ
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

い
か
に
創
造
す
る
か
」
で
差
別
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

四
国
運
輸
局
管
内
の
あ
る
中
小

事
業
者
は
、
複
数
の
住

宅
メ
ー
カ
ー
、
複
数
の

建
築
資
材
メ
ー
カ
ー
の

物
流
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
。
断
熱
材
な

ど
の
よ
う
な
ス
ト
ッ
ク

の
資
材
と
、
内
装
材
な

ど
の
よ
う
に
ス
ル
ー
の

資
材
を
組
み
合
わ
せ
た

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
２
㌧
車
に
積
み
合
わ
せ

て
、
四
国
４
県
の
ビ
ル
ダ
ー
や

建
築
現
場
に
納
品
す
る
。
距
離

に
よ
っ
て
は
車
両
を
１
日
３
回

転
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

ま
た
、
自
社
で
も
ビ
ル
ダ
ー

と
し
て
建
築
工
事
を
請
け
負
っ

て
い
る
。さ
ら
に
、

現
場
で
発
生
す

る
切
れ
端
な
ど

の
収
集
運
搬
も

行
う
。
こ
れ
は

廃
棄
物
と
し
て

で
は
な
く
、
資

源
と
し
て
回
収

し
持
ち
帰
る
、

と
い
う
も
の
で

あ
る
。
収
集
運

搬
し
て
持
ち
帰

る
セ
ン
タ
ー
も

中
間
処
理
場
で

は
な
く
、
あ
く

ま
で
再
利
用
の

資
源
セ
ン
タ
ー

と
し
て
行
政
な

ど
の
承
認
を
得
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
で
は
収
集
し
て
き
た
端
材

な
ど
を
仕
分
け
て
、
原
材
料
と

し
て
再
利
用
す
る
建
築
資
材
メ

ー
カ
ー
に
納
入
す
る
。
こ
の
よ

う
に
資
材
物
流
の
共
同
化
と
工

事
請
負
、
さ
ら
に
資
源
の
循
環

再
利
用
と
い
う
ト
ー
タ
ル
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

　

発
想
が
面
白
い
の
は
、
例
え
ば

地
鎮
祭
の
準
備
の
請
負
で
あ
る
。

地
鎮
祭
に
使
う
テ
ン
ト
や
イ
ス
な

ど
を
運
び
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
。

そ
し
て
地
鎮
祭
の
準
備
で
現
場
に

行
っ
た
ら
、
資
材
な
ど
を
運
ぶ
た

め
の
道
路
条
件
や
、
建
築
現
場
の

隣
近
所
の
状
況
な
ど
も
調
査
す
る
。

つ
ま
り
、
資
材
搬
入
車
両
の
大
き

さ
の
確
認
や
、
工
事
に
伴
う
騒
音

な
ど
近
隣
住
民
の
理
解
と
協
力
を

得
る
た
め
の
「
下
見
」
ま
で
、
コ

ス
ト
が
持
ち
出
し
に
な
ら
な
い
よ

う
に
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　

同
社
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

四
国
４
県
で
展
開
し
て
お
り
、
他

の
地
域
に
進
出
す
る
考
え
は
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
仕
組
み
を
全
国
展

開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
同

社
の
取
引
先
の
１
社
で
あ
る
大
手

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
物
流
子
会
社
だ
。

そ
の
た
め
、
同
社
の
社
長
は
物
流

子
会
社
の
役
員
に
就
任
し
、
月
の

う
ち
半
分
は
上
京
し
て
物
流
子

会
社
の
役
員
と
し
て
の
仕
事
に
就

い
て
い
る
。

　

自
社
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て
、

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
て
い

る
事
例
だ
。

第
173
回
得意分野を生かすサービスの創造

【
解
説
】
厚
生
労
働
省
で
は
、
自
動

車
運
転
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
対

し
て
、
都
道
府
県
労
働
局
や
労
働
基

準
監
督
署
を
通
じ
労
働
基
準
関
係
法

令
等
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
、
そ
の
結

果
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事

業
場
に
つ
い
て
監
督
指
導
を
行
う
な

ど
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
等
自
動
車

運
転
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

Ａ 

違
反
率
は
労
働
基
準
関
係

法
令
が
85
・
９
％
、
改
善

基
準
告
示
が
69
・
９
％
に

　
最
近
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
な
ど

に
対
し
、
労
働
基
準
監
督
署
が

実
施
し
た
監
督
指
導
の
新
し
い
結

果
が
ま
と
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、

具
体
的
な
内
容
を
お
教
え
く
だ

さ
い
。
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トラック運送業などに
対する労基署の監督指
導結果の内容は

で
す
。
先
日
、
平
成
27
年
度
分
の
監

督
指
導
・
送
検
結
果
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
関
係
の
具
体
的
な
数
字

を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
監
督
指
導
が
実
施
さ
れ
た

の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
関
係
で
は
２
７
８
３

事
業
場
で
し
た
。
そ
の
う
ち
労
働
基

準
関
係
法
令
の
違
反
が
見
つ
か
っ
た
の

は
２
３
９
０
事
業
場
（
違
反
率
85
・
９

％
）
で
す
。
主
な
違
反
事
項
は
労
働

時
間
、
割
増
賃
金
、
休
日
な
ど
で
、

そ
れ
ぞ
れ
１
７
２
９
事
業
場
（
62
・
１

％
）、
６
２
５
事
業
場
（
22
・
５
％
）、

１
５
８
事
業
場
（
５
・
７
％
）
と
い
う

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
改
善

基
準
告
示
違
反
は
１
９
４
４
事
業
場

で
、
違
反
率
69
・
９
％
で
す
。
主
な

違
反
事
項
は
最
大
拘
束
時
間
１
５
４

４
事
業
場
（
55
・
５
％
）、
総
拘
束
時

間
１
２
５
４
事
業
場
（
45
・
１
％
）、

休
息
期
間
１
２
１
６
事
業
場
（
43
・

７
％
）、
連
続
運
転
時
間
９
４
７
事
業

場
（
34
・
０
％
）、
最
大
運
転
時
間
５

９
９
事
業
場
（
21
・
５
％
）
の
順
で

し
た
。

　

最
近
数
年
の
動
き
を
み
る
と
、
監

督
指
導
の
実
施
が
25
年
は
３
０
１
６
事

業
場
、
26
年
は
２
７
６
５
事
業
場
で
、

労
働
基
準
関
係
法
令
違
反
は
25
年
に

２
５
０
０
事
業
場
（
82
・
９
％
）、
26

年
に
２
３
１
１
事
業
場
（
83
・
６
％
）、

改
善
基
準
告
示
違
反
は
25
年
に
１
９

８
０
事
業
場
（
65
・
６
％
）、
26
年
に

１
８
４
５
事
業
場
（
66
・
７
％
）
で
す

か
ら
、
27
年
は
や
や
増
加
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
送
検
件
数
は
25
年
に
48
件
、

26
年
に
40
件
で
、
27
年
は
52
件
と
大

幅
増
で
す
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
送

検
さ
れ
た
送
検
事
案
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
以
下
を
参
考
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

① 

脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
（
死
亡
）
に
つ
い
て
、
36
協

定
時
間
の
月
70
時
間
を
超
え
て
最

長
約
１
３
４
時
間
の
時
間
外
労
働

を
さ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
法
人

と
事
業
主
を
送
検
。
ま
た
、
当
該

時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金

を
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
併

せ
て
送
検
。

② 

ド
ラ
イ
バ
ー
４
人
に
対
し
、
36
協

定
時
間
（
１
か
月
１
２
０
時
間
）・

回
数（
２
週
間
に
１
回
）を
超
え
て
、

時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
を
行
わ

せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
法
人
と
実

行
行
為
者
の
支
店
長
を
送
検
。
同

社
は
、
過
去
に
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の

追
突
死
亡
事
故
を
発
生
さ
せ
、
時

間
外
労
働
を
さ
せ
た
と
し
て
送
検

さ
れ
て
お
り
、
直
近
の
労
働
基
準

監
督
機
関
と
地
方
運
輸
機
関
と
の

合
同
監
督
で
、
違
法
な
時
間
外
労

働
と
休
日
労
働
に
つ
い
て
是
正
勧

告
を
受
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
違
反
状
態
を
是
正
し
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
か
ら
、
か
な
り
悪

質
な
ケ
ー
ス
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

③ 

走
行
中
の
車
輌
運
搬
車
が
、
赤
信

号
で
停
止
中
の
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー

の
後
部
に
追
突
し
、
車
輌
運
搬
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
死
亡
。
事
故
の

直
近
50
日
間
の
時
間
外
労
働
時
間

数
が
１
９
０
時
間
以
上
で
、
36
協

定
時
間
の
月
80
時
間
を
大
き
く
超

え
て
い
た
た
め
、
法
人
と
事
業
主

を
送
検
。

今
年
11
月
か
ら
平
成
29
年
度

末
ま
で
実
験
を
行
い
、
将
来

の
自
動
運
転
・
隊
列
走
行
も

見
据
え
つ
つ
、
省
人
化
の
効

果
や
安
全
性
等
を
検
証
し
た

上
で
、
30
年
度
以
降
の
本
格

導
入
を
目
指
す
。

　

実
験
に
当
た
り
、
特
殊
車

両
通
行
許
可
基
準
の
車
両
長

を
現
行
の
21
㍍
か
ら
最
大
25

㍍
に
緩
和
す
る
特
例
通
達
を

発
出
。
デ
ー
タ
を
多
く
収
集

す
る
た
め
、
19
㍍
超
〜
21
㍍

の
車
両
も
対
象
と
す
る
。

　

実
験
参
加
者
の
デ
ー
タ
提

供
等
へ
の
協
力
に
対
し
、
対

象
車
両
の
長
さ
に
応
じ
て
、

高
速
道
路
料
金
の
特
大
車
と

大
型
車
と
の
差
額
相
当
分
を

還
元
す
る
。

　

実
験
で
は
、
高
速
道
路
上

の
空
間
を
活
用
し
て
連
結
・

分
離
を
行
う
輸
送
の
ほ
か
、

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
（
Ｐ
Ａ
）
で
上
下
線
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
交
代
し
て
乗
り

換
え
る
「
中
継
輸
送
」
の
実

験
も
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
。

　

公
募
は
10
月
19
日
以
降
随

時
受
け
付
け
て
い
る
。

改
正
物
効
法
で
認
定
第
１
号

藤
沢
で
ヤ
マ
ト
が
一
括
宅
配

　

国
土
交
通
省
は
10
月
25

日
、
改
正
物
流
総
合
効
率
化

法
に
基
づ
く
総
合
効
率
化
計

画
の
第
１
号
案
件
を
認
定
し

た
。

　

認
定
さ
れ
た
の
は
、
ヤ
マ

ト
運
輸
㈱
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
計
画
で
、
神
奈
川
県
藤
沢

市
の
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ
ｗ
ａ
サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
内
の
物
流
施
設
に
、

参
画
事
業
者（
西
濃
運
輸
㈱
、

第
一
貨
物
㈱
、
ト
ナ
ミ
運
輸

㈱
、
新
潟
運
輸
㈱
、
日
通
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱
、
福
山
通

運
㈱
、
名
鉄
運
輸
㈱
）
の
荷

物
を
集
約
し
、
ヤ
マ
ト
運
輸

が
各
世
帯
に
一
括
配
送
す
る

と
い
う
も
の
。

　

高
密
度
な
集
配
が
可
能
と

な
り
、
宅
配
効
率
が
向
上
す

る
と
と
も
に
、
住
宅
地
内
を

走
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
減
少

し
、
Ｃ
Ｏ
２
が
削
減
さ
れ
る

こ
と
か
ら
認
定
し
た
。

　

改
正
物
効
法
で
は
、
物
流

分
野
の
労
働
力
不
足
や
多
頻

度
小
口
輸
送
の
進
展
な
ど
を

背
景
と
す
る
、
物
流
の
省
力

化
・
効
率
化
・
環
境
負
荷
低

減
を
推
進
す
る
た
め
、
複
数

の
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
た

物
流
効
率
化
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
る
。

 

生
産
性
向
上
方
策
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
へ

第
1
回
Ｗ
Ｇ
を
開
催

　

国
土
交
通
省
は
10
月
26
日
、

「
第
1
回
荷
主
と
の
連
携
や

事
業
の
共
同
化
等
に
よ
る
生

産
性
向
上
方
策
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）」
を

開
催
し
た
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
生
産
性
向

上
に
係
る
補
正
予
算
事
業
」

（
平
成
27
年
度
補
正
予
算
事

業
、
予
算
額
３
・
３
億
円
）

の
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
事
業
の
共
同
化
に
よ
る
積

載
率
向
上
の
事
例
調
査
」
で

は
、
荷
主
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
、
連
携
や
事
業
の

共
同
化
等
を
通
じ
て
生
産
性

の
向
上
に
取
り
組
む
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
取
り
ま
と

め
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に

あ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

お
け
る
専
門
的
な
知
見
を
有

す
る
立
場
か
ら
の
意
見
を
聴

取
す
る
た
め
、学
識
経
験
者
、

運
送
事
業
者
、
荷
主
等
か
ら

な
る
Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
た
。
な

お
、
座
長
に
は
増
井
忠
幸
東

京
都
市
大
学
名
誉
教
授
が
就

任
し
た
。

　

第
1
回
Ｗ
Ｇ
で
は
、
同
事

業
に
お
け
る
調
査
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
方
針
や
構
成
等
に
つ
い

て
議
論
。
第
２
回
（
11
月
中

旬
開
催
予
定
）
か
ら
本
格
的

な
議
論
に
入
っ
て
い
く
予
定
。

 

「
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策

機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
は
10

月
20
日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ホ
ー
ル
Ｃ
に
て
「
第
11
回　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
秀
夫
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
こ
れ

ま
で
に
延
べ
７
６
０
０
人
の
参

加
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
謝
意

を
示
し
な
が
ら
、「
今
後
も

当
セ
ミ
ナ
ー
を
、
運
輸
事
業

の
安
全
を
考
え
る
機
会
と
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
講

演
で
は
、
国
土
交
通
省
の
平

井
隆
志
自
動
車
局
安
全
政
策

課
長
が
壇
上
に
立
ち
、
事
業

用
自
動
車
の
交
通
事
故
発
生

状
況
や
、
健
康
起
因
事
故
対

策
強
化
へ
の
取
り
組
み
、
ま

た
今
年
１
月
に
発
生
し
た
、

軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
を

受
け
て
の
国
交
省
の
対
応
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

会
場
で
は
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
ツ
ー
ル
の
展
示
・

紹
介
も
行
わ
れ
、
多
く
の
運

送
業
界
関
係
者
で
賑
わ
っ
た
。

 

環
境
対
応
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
補
助
事
業

申
請
要
件
を
緩
和

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
で
は
、

今
年
６
月
13
日
か
ら
申
請
を

受
け
付
け
て
い
る
「
平
成
28

年
度
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

者
向
け
環
境
対
応
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
補
助
事
業
」

に
関
し
て
、
11
月
１
日
か
ら

申
請
要
件
を
緩
和
す
る
。

　

同
事
業
は
、
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が
保
有
す
る

17
年
３
月
以
前
に
新
車
新
規

登
録
さ
れ
た
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
の
廃
車
に
伴
い
、
環
境
対

応
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク

を
導
入
す
る
事
業
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
。

　

今
回
の
申
請
緩
和
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
設
け
ら
れ
て

い
た
１
事
業
者
当
た
り
の
申

請
台
数
の
上
限
が
撤
廃
さ
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
予
算
枠

（
10
月
28
日
時
点
で
の
予
算

残
額
約
10
・
７
億
円
）
の
範

囲
内
で
あ
れ
ば
、
何
台
で
も

補
助
金
の
交
付
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

申
請
受
付
期
間
は
29
年
１

月
31
日
ま
で
（
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
受
付
終
了
）。

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
。

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
実
験 

参
加
者
公
募中

継
輸
送
の
実
験
も
想
定

　

国
土
交
通
省
は
10
月
19

日
、
１
台
で
通
常
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
２
台
分
の
輸
送
が
可

能
な
「
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
」
の
実
験
参
加
者
の
公
募

　

国
土
交
通
省
は
10
月
27

日
、
平
成
28
年
自
動
車
関
係

 

平
成
28
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰

ト
ラ
ッ
ク
関
係
68
人
が
受
賞

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
死
亡
事
故
件
数
26
件
減
少

平
成
28
年
９
月
末

を
開
始
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
省
人
化
を
促
進
し
、
生

産
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
目

的
で
、
新
東
名
高
速
道
路
を

中
心
と
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

功
労
者
大
臣
表
彰
式
を
挙
行

し
た
。
受
賞
者
数
は
２
０
９

人
で
、
こ
の
う

ち
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
関
係
は

68
人
が
受
賞

し
、
石
井
啓
一

国
土
交
通
大
臣

か
ら
受
領
代
表

の
小
林
和
男
氏

（
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会

長
、
中
越
運
送
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）
へ
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。
表
彰
式
終
了
後
、

第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
主
催
の
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
各
氏
。

【
経
営
者
（
55
人
）】

▽
東
谷
武
彦
（
ハ
ク
セ
ン
貨

物
運
送
㈱
代
表
取
締
役
）、

▽
大
友
龍
之
（
札
幌
地
区
ト

ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
、
大
友

運
送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

▽
北
原
啓
道
（
釧
根
地
区
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
、
栄
光
運

輸
㈱
取
締
役
会
長
）、
▽
沢

本
輝
之
（
十
勝
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
、
㈱
北
海
運
輸

代
表
取
締
役
会
長
）、
▽
羽

田
野
浩
利
（
㈱
帯
広
公
益
社

専
務
取
締
役
）、▽
後
藤
益
美

（
宮
石
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
）、
▽
伊
藤
勝
洋
（
㈲
勝

己
運
輸
代
表
取
締
役
社
長
）、

▽
井
上
和
英
（
豊
多
摩
通
運

㈱
代
表
取
締
役
）、
▽
上
野

紀
一
（
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
北
支
部
支
部
長
、
上
野
運

輸
㈱
取
締
役
会
長
）、
▽
大

河
原
勝
征
（
群
馬
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
甘
楽
富
岡
支
部
支
部

長
、
ダ
イ
カ
ツ
運
送
㈱
取
締

役
会
長
）、▽
岡
野
哲
也
（
常

南
通
運
㈱
代
表
取
締
役
）、

▽
小
倉
重
則
（
三
共
貨
物
自

動
車
㈱
代
表
取
締
役
）、
▽

風
間
利
昭
（
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
墨
田
支
部
副
支
部

長
、
㈲
風
間
運
送
店
代
表
取

締
役
社
長
）、
▽
上
林
文
雄

（
元
・
茨
城
県
霊
柩
自
動
車

協
会
会
長
、
㈱
守
谷
葬
儀
社

代
表
取
締
役
）、▽
清
本
秋
男

（
武
蔵
野
運
送
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）、▽
小
泉
悟
朗
（
小

泉
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）、
▽
琴
坂
益
代
（
河
北

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

▽
坂
本
政
彦
（
山
梨
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
会
長
、
㈱
坂
本
建

運
代
表
取
締
役
社
長
）、
▽

鈴
木
健
之
（
鈴
直
運
送
㈱
代

表
取
締
役
）、
▽
髙
見
澤
佑
一

（
東
京
自
動
車
運
送
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）、
▽
竹
内
功

（
元
・
全
国
霊
柩
自
動
車
協

会
関
東
支
部
連
合
会
群
馬
県

支
部
支
部
長
、
㈱
プ
リ
エ
ッ

セ
取
締
役
会
長
）、
▽
田
﨑

英
明
（
三
協
興
業
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
）、▽
中
村
浩
（
旭

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、

▽
原
玲
子
（
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
中
央
支
部
常
任
理

事
、
日
本
興
運
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）、
▽
堀
晃
一
（
進

和
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）、
▽
前
川
茂
（
丸
嘉
運

輸
倉
庫
㈱
取
締
役
会
長
）、

▽
渡
邉
潔
（
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
大
田
支
部
常
任
理

事
、
㈲
渡
辺
梱
包
運
輸
代
表

取
締
役
）、▽
小
林
和
男
（
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
、
中
越
運
送
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）、▽
久
安
常
信
（
石

川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会

長
、
久
安
重
機
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
）、▽
加
藤
浩
幸
（
ウ

ェ
ル
ポ
ー
ト
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）、
▽
柴
田
義
則
（
菱

善
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）、
▽
杉
江
豊
文
（
㈱
オ

ー
エ
ヌ
ト
ラ
ン
ス
代
表
取
締

役
社
長
）、
▽
鈴
木
通
（
鈴

峰
運
輸
㈲
代
表
取
締
役
社

長
）、
▽
道
山
勝
美
（
城
南

運
輸
㈱
取
締
役
会
長
）、
▽

村
山
勇
喜
（
㈱
ア
イ
シ
ン
代

表
取
締
役
社
長
）、
▽
梅
本

知
秋
（
滋
賀
貨
物
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
）、▽
黒
田
ト
オ
ル

（
黒
田
運
輸
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）、
▽
辻
本
廣
行
（
元

・
奈
良
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副

会
長
、
㈱
辻
本
運
送
代
表
取

締
役
社
長
）、
▽
福
永
征
秀

（
信
栄
運
輸
㈱
取
締
役
会

長
）、
▽
吉
田
正
則
（
大
阪

府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
河
北
支
部

副
支
部
長
、
𠮷
田
運
送
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）、
▽
𦚰
田

耕
作
（
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協

会
中
央
支
部
支
部
長
、
富
士

興
業
㈲
代
表
取
締
役
）、
▽

岡
田
賴
和
（
熊
野
貨
物
運
輸

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
▽

後
藤
忠
義
（
岡
山
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
岡
山
地
域
協
議
会
運

営
委
員
会
運
営
委
員
、
後
楽

運
輸
㈱
取
締
役
会
長
）、
▽

菅
埜
元
晴
（
鳥
取
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
、
㈱
小
鴨
代

表
取
締
役
）、▽
曽
我
榮
（
元

・
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
下

関
支
部
理
事
、
曽
我
運
送
㈱

代
表
取
締
役
会
長
）、
▽
髙

井
良
久
（
琴
崎
産
業
㈱
代
表

取
締
役
）、▽
西
尾
保

（
中

国
陸
運
㈱
取
締
役
会
長
）、

▽
白
井
聡
（
香
川
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
、
琴
平
急
配

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
▽

竹
下
勝
之
（
㈱
丸
富
運
送
代

表
取
締
役
）、▽
福
島
治
（
小

冨
士
運
送
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）、
▽
矢
野
隆
志
（
四
国

中
央
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
地

区
会
長
、
南
流
勢
運
輸
㈱
取

締
役
会
長
）、
▽
中
村
崇
幸

（
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
筑

豊
支
部
支
部
長
、
㈱
タ
マ
チ

取
締
役
会
長
）、
▽
原
重
則

（
元
・
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
、
日
西
物
流
㈱
代
表

取
締
役
会
長
）、▽
藤
木
德
昭

（
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理

事
、
㈱
藤
木
運
送
代
表
取
締

役
）、
▽
山
口
善
久
（
元
・

福
岡
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
）

【
運
転
者
（
13
人
）】

▽
新
井
作
一
（
福
野
運
輸

㈱
）、
▽
山
﨑
孝
彦
（
関
東

西
濃
運
輸
㈱
）、▽
湯
浅
頼
基

（
根
岸
運
輸
㈱
）、
▽
𠮷
野

幸
治
（
群
酒
輸
送
㈱
）、
▽

榊
原
久
則（
大
興
運
輸
㈱
）、

▽
田
中
善
昭
（
勝
山
自
動
車

㈱
）、
▽
長
田
龍
安
（
㈱
平

成
輸
送
サ
ー
ビ
ス
）、
▽
益

川
武
司
（
㈱
ス
ズ
カ
キ
ャ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
）、
▽
池
田
憲
一

（
太
陽
運
輸
㈱
）、
▽
井
上

清
司
（
成
山
運
輸
㈱
）、
▽

岡
村
重
治
（
㈱
三
好
組
）、

▽
田
中
敏
幸
（
グ
ロ
ー
ビ
ッ

ク
㈱
）、▽
安
友
章
二
郎
（
福

山
通
運
㈱
）

　

警
察
庁
が
こ
の
ほ
ど
発
表

し
た
「
交
通
事
故
統
計
（
平

成
28
年
９
月
末
）」
に
よ
る

と
、
28
年
９
月
末
ま
で
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
を
第
一
当
事

者
と
す
る
死
亡
事
故
件
数
は

１
９
３
件
と
、
前
年
同
期
比

で
26
件
減
少
し
た
（
図
）。

　

な
お
、
９
月
単
月
の
件
数

は
、
大
型
車
９
件
（
前
年
同

期
比
▲
５
件
）、中
型
車
10
件

（
同
＋
５
件
）、
普
通
車
０
件

（
同
▲
１
件
）
で
、
昨
年
よ

り
１
件
減
少
、
最
近
４
年
間

の
う
ち
で
も
最
少
で
推
移
し

て
い
る
。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0

50

100

150

200

250
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400
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図　事業用貨物車が第１当事者となる死亡事故件数の推移（平成24年～28年）
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　平成29年３月上旬の完成をめどに、全日本トラック協会が制作している『事業用トラックド
ライバー研修テキスト』（販売元：日本貨物運送協同組合連合会）の「会員向け特別割引先行
受付」を11月1日から開始している（29年1月末まで）。
　同テキストは、国土交通省が今年4月1日付けで｢貨物自動車運送事業者が事業用自動車の
運転者に対して行う指導及び監督の指針｣（告示）を一部改正したことを受けて制作されている
もので、29年3月から施行される同内容を体系的にまとめ、分かりや
すく解説している。
　同テキストの掲載内容は、①トラックを運転する心構え②トラック
運送事業と関係法令③ドライバーの日常業務と運行管理④過労運
転の防止と緊急時の対応⑤トラックの構造と特性に合わせた運転
⑥トラクタとトレーラの構造と特性に合わせた運転⑦貨物の正しい
積載方法と労働災害の防止⑧危険物輸送に関する基礎的事項⑨
危険の予測及び回避⑩安全運転のための心身の健康管理――と、
指導項目ごとに分かれており、10巻１セットとなる（右図参照）。
　申込方法や価格等の詳細については、日貨協連HPまで。

『事業用トラックドライバー研修テキスト』
 11月1日から会員向け特別割引先行受付開始

新・指導監督指針に対応 !

受
領
代
表
の
小

林
和
男
氏
（
全

ト
協
副
会
長
）

へ
石
井
啓
一
国

土
交
通
大
臣
か

ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た

日貨協連
販売

基調講演を行う平井隆志国交省自動車局安全
政策課長
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第
48
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
４
㌧
部
門
・

神
奈
川
県
代
表
の
井
上
誠
さ
ん
が

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
こ
で
は
、
受
賞
直
後
の
井
上
さ
ん

の
喜
び
の
声
を
お
届
け
す
る
と
と
も

に
、
各
部
門
優
勝
者
の
コ
メ
ン
ト
も

紹
介
す
る
。

井
いのうえ

上 誠
まこと

 さん
㈱日立物流南関東 神奈川輸送営業所

4トン部門
優勝

プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
日
本
一

憧
れ
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

転
職
し
「
夢
」
か
な
え
る

内閣総理大臣賞
受賞記念インタビュー

　

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
東

海
三
県
で
、
ト
レ
ー
ラ
を
運

転
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
運
ん
で
い
ま
す
が
、

主
に
Ｊ
Ｒ
貨
物
（
日
本
貨
物

鉄
道
㈱
）
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
に
あ
た
っ
て
重
視
し

て
い
る
の
は
、
十
分
な
睡
眠

に
よ
る
健
康
管
理
で
す
。

　

仕
事
が
遅
く
な
っ
た
時
は

そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
基
本
的
に
は
20
時
頃
に

　

現
在
、
弊
社
の
お
客
様
の

製
鉄
所
構
内
で
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
、「
法
令
・

ル
ー
ル
」、「
作
業
手
順
」、「
安

全
確
認
」
の
徹
底
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
や
道
路
を
通

行
す
る
歩
行
者
が
守
る
べ

き
、
道
路
交
通
法
や
道
路
運

送
車
両
法
と
い
っ
た
法
令
・

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
守
る

と
と
も
に
、
思
い
や
り
と
譲

り
合
い
の
気
持
ち
を
十
分
に

は
就
寝
し
、
翌
朝
４
時
半
に

起
床
す
る
な
ど
、
８
時
間
以

上
の
睡
眠
と
早
寝
早
起
き
を

心
が
け
て
お
り
、
休
日
に
も

し
っ
か
り
睡
眠
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

以
前
か
ら
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
や
交
通
弱
者
な
ど
に
非
常

に
気
を
配
っ
て
運
転
し
て
い

た
の
で
す
が
、
コ
ン
テ
ス
ト

を
通
じ
て
、
さ
ら
に
そ
の
意

識
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
っ
て
、「
や
さ
し
い
運
転
」

を
行
う
こ
と
が
大
事
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

安
全
に
対
す
る
高
い
意
識

と
強
い
思
い
、
法
令
を
遵
守

す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
絶
対

に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
と

い
う
強
い
自
覚
と
決
意
を
も

っ
て
、
今
後
も
日
々
の
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

―
―
普
段
の
業
務
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
は
２
㌧
車
や
４
㌧
車

を
運
転
し
て
い
ま
す
。
輸
送

エ
リ
ア
は
神
奈
川
〜
東
京
な

ど
関
東
近
郊
で
、
㈱
日
立
製

作
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
品

等
を
輸
送
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
が
携
わ
っ
て
作
り
上
げ
て

き
た
製
品
を
、
最
後
に
お
客

様
に
届
け
る
の
は
ド
ラ
イ
バ

ー
で
あ
る
私
た
ち
で
す
。
運

転
の
際
は
、「
会
社
の
信
頼

を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る
」
と
い

う
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

―
―
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

８
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
現

場
作
業
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
。
現
場
に
や
っ
て
く

る
ト
ラ
ッ
ク
を
見
て
、
ト
ラ

ッ
ク
に
興
味
を
も
ち
、
自
分

も
乗
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

車
自
体
に
あ
ま
り
興
味
の

な
い
タ
イ
プ
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
か
っ
こ
よ
さ

に
惹
か
れ
て
転
職
を
決
意

し
、
現
在
の
会
社
に
応
募
し

て
憧
れ
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

―
―
普
段
か
ら
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
「
車
間
距
離
を
必
ず
多
め

に
と
る
」
と
い
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
高

速
道
路
な
ど
で
の
走
行
中
、

前
の
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
だ
場
合
、
車
間
距
離
を
し

っ
か
り
と
っ
て
い
れ
ば
、
車
の

動
き
を
よ
く
見
て
、
進
路
変

更
す
る
の
か
、止
ま
る
の
か
、

し
っ
か
り
と
見
極
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

安
全
運
転
の
コ
ツ
は
、
と

に
か
く
車
間
距
離
と
ス
ピ
ー

ド
、
そ
し
て
心
に
余
裕
と
ゆ

と
り
を
も
つ
こ
と
で
す
。

―
―
受
賞
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

本
当
に
信
じ
ら
れ
な
い
気

持
ち
で
す
。
ま
さ
か
自
分
が

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け

る
と
は
想
像
も
し
て
お
ら
ず
、

い
ま
だ
に
ま
だ
夢
な
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

４
㌧
部
門
の
表
彰
の
際

も
、
５
位
の
方
の
名
前
が
呼

ば
れ
た
時
点
で
「
自
分
が
５

位
よ
り
上
に
入
賞
す
る
こ
と

は
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
ほ

ど
で
し
た
。
１
位
入
賞
者
と

し
て
自
分
の
名
前
が
読
み
上

げ
ら
れ
た
時
に
は
、
訳
が
分

か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
驚
き
ま

し
た
。
４
㌧
部
門
で
の
優
勝

に
驚
く
こ
と
に
手
い
っ
ぱ
い

で
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
受

賞
な
ん
て
想
像
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
者

と
し
て
名
前
を
呼
ば
れ
た
瞬

間
は
、
会
社
の
仲
間
の
「
や

っ
た
！
」「
よ
っ
し
ゃ
！
」
と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、

そ
れ
で
ウ
ル
ッ
と
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間
に

試
験
対
策
の
時
間
を
と
ら
せ

て
も
ら
う
な
ど
、
皆
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
思
い
が
涙
と
し
て

溢
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
２
㌧
車
・
４
㌧
車

に
乗
務
し
、
関
東
一
円
で
医

薬
品
関
係
を
運
ん
で
い
ま

す
。
運
転
の
際
に
い
つ
も
心

が
け
て
い
る
の
は
、「
波
状
運

転
は
し
な
い
」と
い
う
こ
と
と
、

「
車
間
距
離
を
あ
け
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、

今
ま
で
し
て
い
な
か
っ
た
法

令
な
ど
に
関
す
る
勉
強
な
ど

も
、「
や
れ
ば
で
き
る
」
よ

う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
仕
事
を
す
る
中
で
一

度
も
苦
労
を
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
上
司

や
同
僚
が
皆
で
協
力
し
て
く

れ
る
、
と
て
も
よ
い
職
場
環

境
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
ら
で
す
。
私
で
も
こ
こ

ま
で
頑
張
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
諦
め
な
け

れ
ば
必
ず
道
は
拓
け
て
い

く
」、
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

―
―
競
技
中
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
か
。

　

１
日
目
の
実
科
競
技
の

際
、
私
は
前
進
ス
ラ
ロ
ー
ム

走
行
で
一
度
ミ
ス
を
し
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
学
科
競
技

で
も
難
し
い
問
題
が
多
く
、

そ
の
時
点
で
「
も
う
ダ
メ
だ

な
」と
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
う
思
っ
た
こ
と
で
気
持
ち

が
ふ
っ
と
軽
く
な
り
、
２
日

目
の
市
街
地
走
行
・
課
題
走

行
は
ま
っ
た
く
緊
張
せ
ず
、

「
と
り
あ
え
ず
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
や
り
き
ろ
う
」
と

い
う
よ
う
な
、
非
常
に
落
ち

着
い
た
気
持
ち
で
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
１
日
目
の

ミ
ス
が
２
日
目
に
プ
ラ
ス
に

作
用
し
た
の
で
す
。

　

特
に
２
日
目
の
課
題
走
行

で
は
、
バ
ッ
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
走

行
の
入
り
方
に
関
し
て
、
な

か
な
か
い
い
入
り
方
が
で
き

た
と
我
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

―
―
今
大
会
を
通
し
て
得
た

も
の
は
何
で
す
か
。

　

私
は
今
回
、
３
度
目
の
挑

戦
で
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ン

テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
常
に
平

常
心
で
い
る
こ
と
、
常
に
前

向
き
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
、

常
に
学
習
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
大
会
を
経

験
し
た
こ
と
で
、「
感
謝
」

と
い
う
言
葉
の
本
当
の
意
味

が
分
か
り
ま
し
た
。
家
族
や

会
社
の
仲
間
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
は

今
ま
で
以
上
に
安
全
を
意
識

し
て
い
き
た
い
で
す
。

平ひ
ら
お
か岡　

誠せ
い
じ次

さ
ん

日
本
通
運
㈱ 

倉
敷
支
店

東
鐡
事
業
所

石い
し
が
み神　

孝た
か
の
ぶ信

さ
ん

日
本
通
運
㈱ 

中
京
コ
ン
テ
ナ
支
店

名
古
屋
コ
ン
テ
ナ
セ
ン
タ
ー

松ま
つ
も
と本　

恭や
す
こ子

さ
ん

中
央
エ
ー
ス
物
流
㈱

厚
木
営
業
所

11トン部門
優勝

女性部門
優勝

トレーラ部門
優勝

「
や
さ
し
い
運
転
」が無

事
故
に
繋
が
る

「
諦
め
な
け
れ
ば

必
ず
道
は
拓
け
る
」と
知
っ
た

安
全
運
転
の
秘
訣
は

十
分
な
睡
眠
に
よ
る
健
康
管
理

　

中
小
企
業
所
属
の
総
合
得

点
第
１
位
に
贈
ら
れ
る
国
土

交
通
大
臣
賞
は
、
11
㌧
部
門

・
愛
知
県
代
表
の
松
井
謙
顕

さ
ん
（
カ
リ
ツ
ー
㈱ 

刈
谷

北
営
業
所
）
が
、
シ
ニ
ア
選

手
の
う
ち
、
特
に
優
秀
な
ド

ラ
イ
バ
ー
に
贈
ら
れ
る
「
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
特
別

賞
」
は
、
４
㌧
部
門
・
兵
庫

県
代
表
の
小
椋
英
治
さ
ん

（
㈱
日
立
物
流
西
日
本 

兵

庫
営
業
所
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
た
。

特
別
賞

小椋 英治（おぐら・えいじ）さん

松井 謙顕（まつい・のりあき）さん

＜＜＜＜　写真でふりかえる『第48回  全国トラックドライバー・コンテスト』ダイジェスト　＞＞＞＞

トレーラ部門 スラローム

11トン部門 市街地走行

選手宣誓

女性部門（2トン車） 後退スラロームからの車庫入れ学科競技

4トン部門 あい路

女性部門優勝者の松本さん㊤と
5位までの入賞者㊨

トレーラ部門優勝の石神さん㊤と
5位までの入賞者㊨

11トン部門優勝の平岡さん㊤と
5位までの入賞者㊨

4トン部門優勝の井上さん㊤と
5位までの入賞者㊨

長谷川　豊
警察庁長官官房審議官

藤井　直樹
国土交通省自動車局長

あいさつする星野良三会長

11トン部門 法規走行

4トン部門 後退スラロームからの車庫入れ日常点検

部門 順位 氏名 年齢 都道府県 所属事業所 総合
得点

４
ト
ン

1 井上　誠 42 神奈川県 ㈱日立物流南関東 神奈川輸送営業所 991
2 米本　拓馬 26 広 島 県 ㈱日立物流西日本 広島機工営業所 979
3 小椋　英治 53 兵 庫 県 ㈱日立物流西日本 兵庫営業所 978
4 石川　博士 40 茨 城 県 ㈱日立物流東日本 土浦輸送営業所 978
5 海江田　克夫 38 東 京 都 日本通運㈱ 関東警送支店 978

11
ト
ン

1 平岡　誠次 36 岡 山 県 日本通運㈱ 倉敷支店 東鐡事業所 989
2 鈴木　直樹 34 静 岡 県 日本通運㈱ 富士支店 コンテナ課 985
3 布谷　浩重 39 兵 庫 県 日本通運㈱ 神戸支店 984
4 松井　謙顕 39 愛 知 県 カリツー㈱ 刈谷北営業所 982
5 田村　充宏 42 大 阪 府 日本通運㈱ 関西警送支店 982

ト
レ
ー
ラ

1 石神　孝信 42 愛 知 県 日本通運㈱ 中京コンテナ支店 名古屋コンテナセンター 987
2 櫻井　章 45 神奈川県 ㈱バンテックセントラル 横浜営業所 海コン係 987
3 森　博茂 45 高 知 県 日本通運㈱ 高知支店 974
4 西尾　和弘 39 三 重 県 日本通運㈱ 中京コンテナ支店 四日市コンテナセンター 972
5 岡　勇人 30 宮 城 県 西濃運輸㈱ 仙台支店 970

女
性

1 松本　恭子 46 神奈川県 中央エース物流㈱ 厚木営業所 908
2 日野　真理子 31 宮 城 県 日本通運㈱ 仙北支店 石巻港事業所 903
3 古屋　峰智子 40 北 海 道 北海道郵便逓送㈱ 本社営業所 899
4 安藤　加奈子 45 兵 庫 県 日本郵便輸送㈱ 近畿支社 神戸営業所 876
5 服部　昌代 47 岡 山 県 岡山スイキュウ㈱ 瀬戸内物流センター 867

各賞受賞者
内閣総理大臣賞 井上　誠 4トン部門

警察庁長官賞

井上　誠 4トン部門

平岡　誠次 11 トン部門

石神　孝信 トレーラ部門

松本　恭子 女性部門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位～ 5 位
同点の場合の順位の決定方法
 （ア）過去 5年間免許歴を有し、かつ過去 5年間無事故、無違反の者
 （イ）運転技能の得点の高い者
 （ウ）全てが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生日が

先の者）

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4トン部門 ㈱日立物流南関東 神奈川輸送営業所

11トン部門 日本通運㈱ 倉敷支店 東鐡事業所

トレーラ部門 日本通運㈱ 中京コンテナ支店 名古屋コンテナセンター

女性部門 中央エース物流㈱ 厚木営業所

全日本トラック協会長特別賞
小椋　英治 ㈱日立物流西日本 兵庫営業所

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）
松井　謙顕 カリツー㈱ 刈谷北営業所

各部門入賞者一覧

第48回 全国トラックドライバー・コンテスト特集

表彰式

来
賓
あ
い
さ
つ
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夏
用
タ
イ
ヤ

に
は
、
気
温
が

７
度
以
下
に
な

る
と「
曲
が
る
」

「
止
ま
る
」
能
力
が
一
気
に
低
下
し
始
め
る

と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
切

っ
た
時
の
反
応
速
度
が
遅
く
な
る
こ
と
で
、

カ
ー
ブ
走
行
時
に
は
大
回
り
に
な
り
、ま
た
、

濡
れ
た
路
面
で
は
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
か

ら
停
止
す
る
ま
で
の
制
動
距
離
が
極
端
に
延

び
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
７
度
と
い
う
気
温
は
、
夏
用
タ
イ
ヤ

の
安
全
性
が
保
た
れ
る
「
限
界
温
度
」
と
い

わ
れ
、
気
温
が
２
〜
３
度
近
く
ま
で
降
下
す

れ
ば
、
鮮
度
の
低
い
夏
用
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
は
、

ボ
ー
リ
ン
グ
玉
の
よ
う
に
硬
化
し
ま
す
。
硬

な
輸
送
を
阻
害
さ
せ
な
い
よ
う
、
降
雪
地
域
の

状
況
に
合
わ
せ
、
こ
の
時
期
か
ら
全
国
一
斉
に

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
交
換
作
業
を
始
め
ま

す
。

　

た
だ
、
残
念
な
が
ら
乗
用
車
は
ト
ラ
ッ
ク
と

比
べ
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
が
１
〜

２
か
月
以
上
遅
い
上
に
、雪
が
降
ら
な
け
れ
ば
、

気
温
が
氷
点
下
近
く
に
な
っ
た
雨
の
日
で
も
、

高
速
道
路
で
時
速
70
㌖
〜
80
㌖
以
上
の
ス
ピ
ー

ド
を
出
す
ク
ル
マ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
光
景
を
見
て
、「
い
つ
か
高
速
道
路
の
料
金
所

に
タ
イ
ヤ
の
種
類
を
判
別
で
き
る
よ
う
な
機
械

が
で
き
れ
ば
い
い
の
に
…
…
」
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
す
で
に
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
「
冬
用
タ

イ
ヤ
自
動
判
定
装
置
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
実

用
試
験
段
階
に
入
っ
て
い
る
、
と
い
う
情
報
を

く
な
っ
た
ゴ
ム
は
、
水
の
上
で
驚
く
ほ
ど
滑
り

ま
す
。
そ
の
状
態
で
冷
た
い
雨
が
路
面
に
降
り

注
げ
ば
、
ど
ん
な
に
安
全
装
備
が
充
実
し
た
ク

ル
マ
で
も
、
安
全
に
止
ま
る
こ
と
は
難
し
く
、

特
に
冬
場
は
、
追
突
事
故
を
回
避
す
る
た
め
、

夏
場
の
１
・
５
倍
以
上
の
車
間
距
離
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

雪
の
少
な
い
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
夏
用
タ

イ
ヤ
の
性
質
を
理
解
し
て
い
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー

が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
雪
が
舞
い
始
め
て
か
ら
、

そ
の
性
質
に
気
付
く
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
事
情
を
考
慮
し
、
タ
イ
ヤ
作
業
に
関

わ
る
者
は
、
夏
用
タ
イ
ヤ
の
性
質
が
引
き
起
こ

す
重
大
な
危
険
性
を
摘
み
取
る
た
め
に
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着
を
促
し
ま
す
。

　

特
に
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
は
、
物
資
の
安
定
的

知
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
中
日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
名
古
屋
㈱
が
導
入
を
進
め
て
い
る
機
器

で
、
走
行
車
線
の
両
側
に
セ
ン
サ
ー
を
複
数
配

置
し
、
そ
の
セ
ン
サ
ー
の
間
を
通
過
し
た
時
に

発
生
す
る
タ
イ
ヤ
回
転
音
か
ら
、
夏
用
タ
イ
ヤ

と
冬
用
タ
イ
ヤ
を
判
別
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

夏
用
タ
イ
ヤ
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
よ

う
に
小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
や
極
細
溝
が
少
な
く
、

車
内
に
響
く
走
行
音
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
走

行
音
の
大
き
な
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と
区
別

し
や
す
い
の
で
す
。
凹
凸
が
多
い
路
面
上
で
は
、

路
面
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
判
定
精
度
が
低

下
す
る
よ
う
で
す
が
、
平
坦
性
が
高
い
細
粒
舗

装
の
路
面
に
セ
ン
サ
ー
を
配
置
す
れ
ば
、
約
75

％
の
精
度
で
夏
用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
ク
ル
マ

に
注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
乗
用
車
向
け
に
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
精
度
を
実
用
レ
ベ
ル
ま
で
引

き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
速
道
路
の
重

大
事
故
や
、
雪
道
で
の
立
ち
往
生
を
大
幅
に
減

ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
タ
イ
ヤ
作
業

に
関
わ
る
者
に
と
っ
て
、「
待
ち
に
待
っ
た
夢
の

道
具
」
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
装
置
で
す

の
で
、
１
日
も
早
い
実
用
化
、
導
入
に
期
待
し

た
い
で
す
。

第
66
回 

「
期
待
が
高
ま
る『
冬
用
タ
イ
ヤ
自
動
判
定
装
置
』」

茨城流通サービス㈱ 
［代表取締役　小倉邦義］

本　　社　茨城県古河市丘里14-4
設　　立　昭和43年
資  本  金　3,000万円
従業員数　180人
車  両  数　60台

会社概要

に聞く

シリーズ

　『広報とらっく』
では、定期的に物
流経営士にインタ
ビューし、物流経営
士資格取得後のメ
リットなどを伺って
います。
　第８回は、東京都
トラック協会の第
16期物流経営士課
程で物流経営士資格の認定を受け
た、小倉正也氏（茨城流通サービス
㈱取締役管理部長）です。なお、小倉
氏は、修了生中最も優れた成績を修
め、「最優秀賞」を受賞しました。
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城
流
通
サ
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ビ
ス
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取
締
役
管
理
部
長

に聞くに聞く
物流経営士

 

第
８
回

―
―
受
講
の
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　　

当
社
は
私
の
祖
父
が
創
業

し
、
現
在
私
の
父
が
代
表
取

締
役
を
務
め
て
い
ま
す
。
私

は
大
学
卒
業
後
、
他
業
種
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
家
業

を
継
ぐ
た
め
に
３
年
前
か
ら

同
業
他
社
で
修
業
を
し
、
昨

年
３
月
に
当
社
へ
入
社
し
ま

し
た
。

　

入
社
以
降
、
物
流
に
関
わ

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
よ
う

と
様
々
な
外
部
講
習
を
受
け

る
中
で
、
物
流
を
学
術
的
に

系
統
立
て
て
勉
強
で
き
る
場

で
あ
る
物
流
経
営
士
課
程
の

存
在
を
知
り
ま
し
た
。
調
べ

て
み
る
と
、
非
常
に
歴
史
が

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
会
社
の

経
営
層
の
方
々
も
多
く
取
得

さ
れ
て
い
て
、
東
京
・
愛
知

で
合
わ
せ
て
１
０
０
０
人
以

上
の
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し

て
い
る
、
実
績
あ
る
資
格
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
父
の
勧
め
も
あ
り
、
迷

わ
ず
受
講
を
決
め
ま
し
た
。

―
―
同
期
の
仲
間
は
ど
の
よ

う
な
存
在
で
し
た
か
。

　　

同
じ
業
種
で
は
あ
り
ま
す

職
も
年
齢
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し

た
が
、
や
は
り
同
じ
業
界
に

い
る
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分

と
同
じ
よ
う
な
立
場
で
、
同

じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
人
た
ち
が
、
志
を
同
じ
く

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
こ
の
業
界
に
そ
う
し
た

強
い
志
を
も
っ
た
人
が
少
な

か
ら
ず
い
る
と
い
う
事
実
に
、

非
常
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

―
―
受
講
し
た
感
想
は
い
か

が
で
し
た
か
。

　

特
に
面
白
か
っ
た
の
は
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
授
業
で
す
。

先
生
の
定
め
た
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
、
人
材
不
足
や
荷
主
と

の
交
渉
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
で
１
時
間
ほ

ど
話
し
合
っ
て
か
ら
答
え
を

出
す
、と
い
う
も
の
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
の

会
話
の
中
で
、
互
い
に
ノ
ウ

ハ
ウ
を
打
ち
明
け
合
っ
て
議

論
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
ど

ん
ど
ん
話
が
弾
み
、
前
向
き

な
答
え
が
生
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
数
字
の
分
析
に
特

化
し
た
エ
ク
セ
ル
の
使
用
方

法
や
、
ア
ク
セ
ス
を
使
っ
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
析
な
ど
も

大
い
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

単
純
に
「
数
字
を
扱
え
る
よ

う
に
な
る
」
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
荷
主
と
の
交
渉
や

求
人
の
際
な
ど
に
お
い
て
、

「
実
際
に
仕
事
で
活
用
で
き

る
道
具
」
と
し
て
の
統
計
・

分
析
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
「
物
流
経
営
士
の
講
座
に

出
る
と『
自
分
も
頑
張
ろ
う
』

と
思
え
て
、
そ
れ
で
１
週
間

頑
張
れ
る
」。
こ
れ
は
同
期
の

言
葉
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
の

通
り
で
、
物
流
経
営
士
課
程

は
と
て
も
励
み
に
な
る
、「
も

っ
と
自
分
も
頑
張
ろ
う
」
と

思
え
る
、
発
奮
さ
せ
ら
れ
る

場
で
し
た
。
水
曜
に
学
ん
だ

こ
と
が
木
曜
に
は
役
に
立
っ

て
い
る
、「
学
ん
だ
翌
日
か
ら

実
務
に
役
に
立
つ
授
業
」、

そ
れ
が
物
流
経
営
士
課
程
だ

と
思
い
ま
す
。

　

物
流
経
営
士
課
程
に
通
っ

た
10
か
月
間
は
、
本
当
に
実

り
多
い
時
間
で
し
た
。
最
後

の
授
業
か
ら
修
了
式
ま
で
、

１
か
月
ほ
ど
間
が
空
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
間
、
日
々
が

ど
こ
か
物
足
り
な
い
よ
う
な

感
じ
で
、「
物
流
経
営
士
課

程
ロ
ス
」に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

お
こ
が
ま
し
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ち
物
流

経
営
士
と
し
て
、「
物
流
経

営
士
」
と
い
う
資
格
が
、
業

界
内
で
も
、荷
主
さ
ん
に
も
、

も
っ
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、「
あ
の
会
社
に
は
物
流

経
営
士
が
い
る
か
ら
信
頼
で

き
る
ね
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
物
流
経
営
士
と
い
う
も

の
が
き
ち
ん
と
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
い
く
の
も
、
物

流
経
営
士
の
資
格
を
い
た
だ

い
た
我
々
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
そ
う
遠
く
な
い
将
来

に
経
営
を
継
ぐ
立
場
で
、
そ

の
時
初
め
て
本
当
の
意
味
で

「
物
流
経
営
」
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、

つ
つ
が
な
く
事
業
を
引
き
継

ぎ
、
社
業
を
よ
り
盤
石
に
で

き
る
よ
う
な
、
物
流
経
営
士

の
肩
書
き
に
恥
じ
な
い
経
営

者
に
な
っ
て
い
た
い
で
す
。
物

流
経
営
士
課
程
で
学
ん
だ
こ

と
や
、
第
16
期
の
仲
間
・
物

流
経
営
士
の
先
輩
た
ち
と
の

出
会
い
や
繋
が
り
は
、
何
年

何
十
年
と
続
い
て
い
く
よ
う

な
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
繋
が
り
を
活
か

し
、
自
分
の
会
社
、
ひ
い
て

は
物
流
業
界
全
体
を
も
っ
と

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

が
、
荷
主
も
仕
事
内

容
も
業
態
も
保
有
車

両
も
地
域
も
異
な
る

同
期
が
集
ま
っ
て
お

り
、
授
業
を
通
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に

つ
い
て
の
実
情
や
情

報
を
、
互
い
に
正
直

に
話
す
こ
と
で
打
ち

解
け
て
い
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
私
の

よ
う
な
後
継
者
と
い

う
立
場
の
人
、
改
め

て
物
流
を
学
び
た
い

と
い
う
創
業
社
長
、

規
模
の
大
き
い
会
社

の
幹
部
ク
ラ
ス
や
若

手
有
望
株
な
ど
、
役

街で見かけた

　秋田県湯沢市の川連運送㈱では、市の観光名所や名産品などをPRするラッピング
トラックを運行している。
　トラックの片面には、春の「小町まつり」、夏の「七夕絵どうろうまつり」、冬の「犬っこ
まつり」といった湯沢市を代表するお祭りなど、湯沢市の美しい四季の風景が描かれ
ている。
　もう片面には、日本三大霊地である「川原毛地獄」をはじめ、「小安峡大噴湯」、「皆瀬
ダム」といった「ゆざわジオパーク」の名所が、背面には、稲庭うどんや三梨牛、三関さく
らんぼ、駒形りんごといった地元の特産品とともに、湯沢市観光PRキャラクターの「こ
まちちゃん」が描かれているほか、湯沢市のホームページや川連運送のCM動画にアク
セスできるQRコードも掲載されている。
　ラッピングトラックは、湯沢市と築地市場の間を毎日往復運行しており、秋田県産の
食肉を中心に、青果物、鮮魚等、生鮮品の冷蔵・冷凍輸送を行っている。同社では、「走
る湯沢市広報大使」として、地元・湯沢市の魅力を最大限にPRしている。

秋田県湯沢市ＰＲトラック64
（秋田県湯沢市、川連運送㈱）

学んだこと、仲間・先輩との出会いは大きな財産

資格取得を通じて芽生えた
「業界全体の発展」への思い

「
同
期
に
し
て
同
志
」の
存
在
が
大
き
な
力
に
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あ

―
―
入
社
以
降
、
こ
れ
ま
で

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
お
仕
事
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
杉
村　

私
は
、
前
任
の
事

務
担
当
者
が
退
社
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
代
わ
り
と

し
て
平
成
元
年
７
月
に
入
社

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
一

貫
し
て
事
務
の
仕
事
に
就
い

て
い
ま
す
。

　

私
が
入
社
後
、
３
年
に
私

の
上
司
が
退
職
す
る
に
あ
た

り
、
代
わ
り
と
な
る
管
理
職

候
補
の
人
材
を
探
し
ま
し

た
。
当
社
は
県
内
有
数
の
有

力
建
設
会
社
で
あ
る
福
萬
組

の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
す
。
そ

の
福
萬
組
の
副
社
長
が
当
社

で
管
理
職
候
補
を
探
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、「
や
る
気
の

あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
女
性
も

積
極
的
に
管
理
職
と
し
て
仕

事
を
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と

私
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
励
ま

各
部
署
に
女
性
社
員
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置

　

平
成
元
年
、
同
社
に
と
っ

て
初
め
て
と
な
る
女
性
社
員

が
入
社
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
同
社
で
は
パ
ソ
コ
ン
の

導
入
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
運
送
会
社
で
は
、

運
転
日
報
は
手
書
き
が
当
た

り
前
で
、
手
書
き
の
ま
ま
で

フ
ァ
イ
ル
な
ど
に
綴
じ
ら
れ

て
保
管
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
同
社
で
は
他
社
に
先
駆

け
て
、
日
報
の
内
容
を
日
々

パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
デ
ー

タ
化
を
行
っ
て
い
っ
た
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、

ま
ず
は
デ
ー
タ
の
入
力
を
行

う
事
務
要
員
と
し
て
、
女
性

が
運
送
会
社
の
仕
事
に
関
わ

っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

90
年
代
に
な
る
と
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
技
術
者
と
し
て
の

採
用
を
志
望
す
る
女
性
が
応

募
す
る
よ
う
に
な
り
、
同
社

で
は
彼
女
た
ち
を
採
用
。
多

い
時
に
は
女
性
ダ
ン
プ
ド
ラ

イ
バ
ー
が
４
人
い
た
と
い
う
。

　

同
社
に
お
け
る
女
性
の
積

極
採
用
の
ね
ら
い
に
つ
い
て

尋
ね
る
と
、
女
性
な
ら
で
は

い
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
で
、
運
送
事
業
に
限

ら
ず
ど
の
職
場
で
も
、
結
婚

の
き
め
細
か
な
仕
事
ぶ
り

や
、
女
性
が
い
る
こ
と
で
醸

成
さ
れ
る
温
か
な
職
場
環
境

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と
で
、

業
界
や
会
社
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

や
出
産
な
ど
を
機
に
退
職
す

る
女
性
社
員
や
、
子
育
て
と

仕
事
の
両
立
に
悩
む
女
性
社

員
は
少
な
く
は
な
い
。
女
性

社
員
を
採
用
し
、
一
生
懸
命

育
成
し
て
も
、
結
局
離
職
し

て
し
ま
う
と
い
う
リ
ス
ク
を

嫌
い
、
女
性
の
採
用
に
二
の

足
を
踏
ん
で
い
る
会
社
は
決

し
て
少
な
く
は
な
い
の
が
現

実
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
社
で
は
「
社

会
へ
の
投
資
」
と
位
置
付
け

て
、
女
性
採
用
を
進
め
て
き

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
女
性

が
長
く
同
社
で
活
躍
で
き
る

よ
う
な
環
境
整
備
に
も
力
を

注
い
で
い
る
（
別
項
参
照
）。

　
「
当
社
で
は
、
出
産
や
子

育
て
で
休
職
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
そ
れ
が
落
ち
着
く

と
多
く
の
女
性
社
員
が
ま
た

会
社
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

休
ん
で
い
る
時
に
も
心
配
な

く
家
事
や
育
児
に
専
念
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
職
場

環
境
整
備
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
確
か
に
、
休
職
と

い
う
の
は
会
社
に
と
っ
て
は

痛
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、『
社

会
へ
の
貢
献
』
と
い
う
広
い

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
出
産
・

子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
会
社

に
は
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
当
社
で
は
、
出
産

や
子
育
て
に
よ
る
休
職
は

『
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
一
時
の

こ
と
』
と
捉
え
、
そ
れ
に
対

応
で
き
る
だ
け
の
環
境
整
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
」（
岡
田

代
表
取
締
役
）

　

同
社
で
は
現
在
７
人
の
女

性
社
員
が
在
籍
し
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
あ
る
特
定

の
部
署
に
女
性
社
員
を
集
中

的
に
配
置
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
各
部
署
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用
し
て

お
り
、
多
く
の
業
務
を
経
験

さ
せ
る
よ
う
定
期
的
に
職
務

の
移
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
運
送
の
み
な
ら

ず
、
建
設
や
産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
な
ど
の
事
業
も
手
掛

け
て
い
る
。
全
て
の
社
員
が

幅
広
い
業
務
経
験
を
持
つ
こ

と
で
、
あ
る
部
署
の
女
性
社

員
が
出
産
や
子
育
て
な
ど
で

休
職
し
て
も
他
の
社
員
が
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な

体
制
が
採
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
同
社
で
は
「
働

き
方
の
多
様
化
」
を
見
据
え

た
社
員
配
置
や
、
社
員
間
で

の
仕
事
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

が
整
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
「
当
社
で
は
、
長
期
的
な

視
点
を
持
ち
、
会
社
内
で
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
人
材

採
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
誰

か
が
休
ん
で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
き
る
よ
う
な
体
制
に
整
え

て
い
く
の
は
非
常
に
大
変
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

体
制
づ
く
り
は
会
社
全
体
の

底
力
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ

は
す
ぐ
に
、
改
善
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
は
じ
っ
く
り
と

改
善
し
て
い
き
な
が
ら
、
女

性
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
」（
同
）

社
会
への
投
資
に
繋
が
る

高
校
新
卒
者
採
用

　

さ
て
、
同
社
に
お
け
る
人

材
採
用
に
際
し
て
は
、
以
前

は
業
界
経
験
者
を
優
遇
し
て

い
た
も
の
の
、
近
年
は
優
秀

な
人
材
を
確
保
し
づ
ら
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
校

新
卒
者
な
ど
業
界
未
経
験
者

の
採
用
・
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
い
う
。

　

同
社
で
は
、
高
校
新
卒
採

用
に
際
し
て
は
学
生
に
よ
る

会
社
訪
問
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
る
。
会
社
訪
問
に

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
会

社
訪
問
を
通
じ
て
同
社
の
魅

力
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
後

多
く
が
入
社
試
験
を
受
け
て

い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
近
隣
に
あ
る
北
里

大
学
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
学
生
受
け
入
れ
も

行
う
。
今
年
も
同
大
学
に
通

う
女
子
大
生
１
人
が
、
同
社

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
て
い
る
（
写
真
下
）。

　

高
校
新
卒
者
の
入
社
に
際

し
て
、
同
社
で
は
ま
ず
、
18

歳
を
過
ぎ
た
段
階
で
取
得
可

能
な
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

資
格
を
取
得
さ
せ
て
い
る
。

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
免
許

を
取
得
す
る
こ
と
で
、
建
設

現
場
で
必
要
な
ク
レ
ー
ン
や

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
操
作

が
可
能
と
な
る
。
入
社
当
初

は
ま
ず
こ
う
し
た
現
場
で
経

験
を
積
ま
せ
、
大
型
免
許
が

取
得
で
き
る
年
齢
に
達
し
た

段
階
で
大
型
免
許
の
取
得
を

促
し
て
い
る
。

　

ダ
ン
プ
の
運
転
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
重
機
を

扱
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

あ
ら
ゆ
る
業
務
に
対
応
可
能

な
人
材
へ
の
育
成
を
図
っ
て
い

る
。

　
「
高
校
新
卒
者
は
、
親
身

に
教
え
る
こ
と
で
素
直
に
仕

事
に
取
り
組
み
、
業
界
人
と

し
て
大
き
く
成
長
し
て
い
っ

て
く
れ
ま
す
。
当
社
に
は『
ダ

ン
プ
に
乗
れ
な
く
て
も
仕
事

に
就
け
る
現
場
が
あ
る
』
こ

と
が
、
高
校
新
卒
者
採
用
に

と
っ
て
は
大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
力
と
な
る
人
材
は
、
育
て

よ
う
と
思
い
立
っ
た
と
こ
ろ

で
、
促
成
栽
培
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。『
将
来
の
金

の
卵
と
な
る
高
校
新
卒
者
を

採
用
し
て
じ
っ
く
り
と
育
て

て
い
く
こ
と
も
、
社
会
へ
の

投
資
に
繋
が
る
』
と
考
え
、

採
用
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
材
育
成
に
際

し
て
は
、
先
輩
社
員
が
後
輩

社
員
に
対
し
て
自
然
に
教
え

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

（
同
）

　

一
方
、
同
社
で
は
従
業
員

満
足
度
を
高
め
る
た
め
の
取

り
組
み
も
欠
か
さ
な
い
。
同

社
で
は
、
社
員
旅
行
や
新
年

会
、
忘
年
会
、
運
動
会
な
ど

を
数
多
く
開
催
し
、
社
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
化
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

社
員
に
よ
る
茶
道
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

ゴ
ル
フ
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動

も
活
発
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

同
社
の
女
性
社
員
は
全
員
茶

道
部
に
所
属
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
同
社
の
グ
ル
ー
プ
企

業
で
あ
る
㈱
福
萬
組
（
総
合

建
設
業
）
の
先
代
社
長
に
よ

る
「
接
客
に
は
茶
道
の
心
が

必
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
か

ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
「
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
の
取

り
組
み
は
、
良
質
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
今
後
ま
す

ま
す
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
就
職
活
動
に
お

い
て
は
現
在『
売
り
手
市
場
』

で
あ
り
、
若
い
人
な
ら
離
職

し
て
も
他
の
仕
事
が
た
く
さ

ん
あ
る
状
況
で
す
。
福
利
厚

生
を
充
実
さ
せ
て
社
員
に
と

っ
て
居
心
地
の
い
い
会
社
に

し
て
い
く
こ
と
で
、
社
員
の

離
職
率
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、
優
秀
な
人
材
の
獲
得
に

も
繋
が
っ
て
き
ま
す
。
他
社

に
負
け
な
い
だ
け
の
体
制
づ

く
り
を
図
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
み
ど
り 

岡
田
寛
紀
代
表
取
締
役

岡田寛紀
代表取締役

＜物流彼方此方 特別編＞

【
女
性
社
員
座
談
会
】

　

青
森
県
十
和
田
市
に
本
社
を
構
え
る

㈱
み
ど
り（
岡
田
寛
紀
代
表
取
締
役
）は
、

創
業
当
時
か
ら
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
建

設
資
材
等
の
輸
送
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、

平
成
元
年
に
建
設
業
部
門
を
併
設
し
た
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
平
成
11
年
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

が
公
布
・
施
行
さ
れ
て
い
る
。
同
社
に

お
け
る
女
性
活
躍
推
進
へ
の
取
り
組
み

の
始
ま
り
は
、
そ
れ
よ
り
も
10
年
ほ
ど

前
と
な
る
平
成
元
年
に
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

今
回
の
取
材
で
は
、
同
社
に
お
け
る

女
性
活
躍
推
進
、
ま
た
人
材
獲
得
・
育

成
へ
の
取
り
組
み
を
探
っ
た
。

離
職
を
阻
止
す
る
決
め
手
は
「
福
利
厚
生
の
充
実
化
」

従
業
員
満
足
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
優
秀
な
人
材
を
確
保

ジョブ・ローテーションにより会社の底力を強化

女性社員に長く働いてもらえる環境づくりを推進

㈱みどり  ［代表取締役　岡田寛紀］
本　　社　青森県十和田市大字

相坂字高清水 78-455 
設　　立　昭和 48年
資 本 金　3,000 万円
従業員数 43 人（うち女性７人）
車 両 数 17 台

企業概要

検 索㈱みどり

　
「
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
」
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
同
社
。
そ
れ
で
は
、
同
社
で
働
き

続
け
て
き
た
女
性
社
員
は
、
何
を
も
っ
て
同
社
を
「
女

性
が
働
き
や
す
い
運
送
会
社
」
と
感
じ
て
い
る
の
か
。

３
人
の
女
性
社
員
に
、
運
送
会
社
に
お
け
る
「
女
性
の

働
き
や
す
さ
」
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

女
性
の
視
点
か
ら
見
る
「
働
き
や
す
い
運
送
業
界
」
と
は

女
性
活
躍
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
理
解
の
深
さ
」

物流物流

㈱みどり
青森県

第 34回

今年夏には北里大学の女子大生１人が同社のインターンシップに参加した

同社はダンプカーによる資材輸送のほか建設業などにも進出している

柴田 恵理子さん
(運送部運送課)

神山 ますみさん
（環境保全事業部
環境保全課）

杉村 かつ子さん
（総務部総務課長）
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 【解 答】２面に問題

94「
卵
か
け
ご
飯
の
道
」 

う
ま
、早
、安
の
元
祖
Ｔ
Ｋ
Ｇ

　

岡
山
県
の
中
央
部
を
東
西

に
貫
く
中
国
自
動
車
道
。
院い

ん
の

庄し
ょ
う

Ｉ
Ｃ
の
南
側
の
美
咲
町
は

Ｔ
Ｋ
Ｇ
の
ふ
る
さ
と
だ
。
こ

の
英
語
三
文
字
は
「
ス
リ
ー

レ
タ
ー
コ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ

る
略
号
で
、日
本
が
Ｊ
Ｐ
Ｎ
、

東
京
が
Ｔ
Ｙ
Ｏ
、
成
田
国
際

空
港
が
Ｎ
Ｒ
Ｔ
と
い
う
表
示

は
、
貨
物
の
タ
グ
な
ど
で
よ

く
見
か
け
る
。
Ｔ
Ｋ
Ｇ
も
そ

れ
と
同
じ
で
、「
卵
か
け
ご

飯
」
の
略
称
。

　

こ
の
Ｔ
Ｋ
Ｇ
を
最
初
に
食

べ
た
人
物
は
、
美
咲
町
出
身

の
岸
田
吟ぎ

ん
こ
う香
。
明
治
に
活
躍

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
実

業
家
で
あ
る
。
吟
香
は
朝
食

に
生
卵
３
、
４
個
を
割
り
、

大
盛
り
ご
飯
に
の
せ
て
、
焼

塩
と
唐
辛
子
を
ふ
っ
て
か
き

混
ぜ
る
習
慣
だ
っ
た
そ
う
な
。

は
、
卵
と
ご
飯
の
お
代
わ
り

が
自
由
。
味
噌
汁
、
漬
け
物

が
付
い
て
３
５
０
円
な
り
。

　

た
だ
し
、
急
い
で
か
っ
こ

む
の
は
お
す
す
め
で
き
な
い
。

ま
ず
、
丼
の
ま
ん
真
ん
中
の

ご
飯
を
一
口
味
わ
う
。
そ
の

後
、
卵
を
割
っ
て
、
ご
飯
の

凹
ん
だ
部
分
に
そ
っ
と
の
せ

る
。
そ
し
て
、
か
き
混
ぜ
る

前
に
、
黄
身
と
白
身
を
箸
先

た
ん
ぱ
く
質
は
体
温
を
上
昇

さ
せ
、
心
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を

高
め
て
く
れ
る
。
と
い
う
わ

け
で
、
吟
香
の
真
似
を
し
て

朝
ご
飯
に
す
る
の
が
一
番
効

果
が
大
き
い
。
幸
い
な
こ
と

に
、｢

か
め
っ
ち
。｣

は
午
前

９
時
か
ら
営
業
し
て
い
る
か

ら
、
困
っ
た
と
き
は
駆
け
込

む
と
い
い
だ
ろ
う
。

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

美
咲
町
で
は
、
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
町
お
こ
し
に
活
用

し
た
、
卵
か
け
ご
飯
専
門
の

「
食
堂
か
め
っ
ち
。」
が
大

人
気
。
地
元
に
は
大
手
の
鶏

卵
生
産
会
社
の
養
鶏
場
が
あ

る
し
、
棚
田
百
選
の
「
大お

お

垪は

和が

の
棚
田
」
で
お
い
し
い
米

が
と
れ
る
か
ら
、
食
材
に
つ

い
て
も
間
違
い
な
い
。

　
「
か
め
っ
ち
。」
の
Ｔ
Ｋ
Ｇ

で
ち
ょ
っ
ぴ
り
味
わ
っ
て
お

く
。
新
鮮
卵
は
う
ま
い
で
す

か
ら
ね
。
た
れ
は
、
し
そ
・

海
苔
・
ね
ぎ
を
お
好
み
で
か

け
れ
ば
結
構
。
あ
と
は
混
ぜ

て
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｇ
は
栄
養
的
に
も
完

璧
。
卵
で
た
ん
ぱ
く
質
と
脂

肪
、
ご
飯
で
糖
質
が
と
れ
る

の
だ
。
糖
質
は
即
効
性
が
あ

り
、
脂
肪
は
じ
わ
じ
わ
型
、

❶ × （法第30条第3号）横断歩道及びこ
れらの手前の側端から前に30メートル以
内の部分は追越し禁止である。

❷ ○ （法第44条第1号、2号）交差点と交
差点の側端から５メートル以内の部分は
駐停車禁止である。 

❸ ○ （施行令第21条）同一方向に進行
しながら進路を変えるときの合図は、そ
の行為をしようとするときの3秒前のとき

である。

❹ × （施行令第11条、27条）自動車専
用道路は高速自動車国道ではないので、
法定最高速度は一般道路と同じで、時速
60キロである。

❺ ○ （施行令第22条第3号のイ）自動車
に積載できる貨物の長さは、自動車の長
さにその長さの10分の1の長さを加えた
ものまでである。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどのシ
ョッピング施設のある場所では、そこの駐車場に入る
ために減速する車も少なくありませんから、ウインカ
ーなどに目を配り、前車の行動を早めに察知すること
が大切です。また、直前になってウインカーを出し、急
減速して駐車場に入ろうとする車もありますから、車間
距離も十分に確保しておく必要があります。
②左折して駐車場に入るため左に寄った前車を追い越
そうとすると、車幅の広いトラックはセンターラインを
はみ出してしまいます。追い越していく時には、対向車
の有無を必ず確認し、対向車がある時は追越しをしな
いようにします。
③ショッピング施設のある場所では、車だけでなく自転
車にも注意が必要です。特に買い物を終えて帰る自転
車は、カゴなどに購入物を乗せるため重くなります。車
両が重くなれば走行も不安定になりますから、そのよ
うな自転車は障害物や路面の凹凸の多い歩道よりも
車道を通行するケースがよくあります。本来、自転車は
車道通行が原則でもありますから、駐車場から出よう
としている自転車がある時は、車道に出てくるかもし
れないと予測して、その動きに注意しましょう。また、荷
物を積んでいる自転車は不安定ですから、追い越す時
や追い抜く時は十分な側方間隔をとりましょう。

①左側のスーパーマーケットに入るため減速した前車の動
きに気付くのが遅れると、追突する危険があります（図１）。

②駐車場に入るために左側に寄った前車を追い越そうとす
ると、センターラインをはみ出して対向車と衝突する危険
があります（図２）。

③スーパーマーケットの駐車場の自転車が、車道に出てくる
と衝突する危険があります（図３）。

　あなたは前方にスーパーマーケットの
ある道路を走行しています。前車が左のウ
インカーを出しています。この場面にはど
のような危険がありますか。また、危険を
避けるためにはどのような運転をすれば
よいでしょうか。考えてみましょう。

「
悩
ん
で
い
る
の
は
自
分
ひ
と
り
で
は
な
い
」

支
え
と
な
っ
た
女
性
社
員
た
ち

環
境
整
備
や
配
慮
を
積
み
重
ね

女
性
に
も
仕
事
が
し
や
す
い
運
送
業
界
へ

さ
れ
た
と
い
う
思
い
を
強
く

抱
き
、
社
長
に
自
ら
志
願
し

て
、
同
年
９
月
か
ら
は
総
務

課
長
と
し
て
仕
事
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
神
山　

私
が
入
社
し
た
の

は
９
年
で
す
。
入
社
す
る
前

は
他
の
会
社
で
事
務
の
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
車
の

運
転
が
し
た
い
」
と
一
念
発

起
し
、
大
型
免
許
を
取
得
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な

か
仕
事
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
当

社
に
知
り
合
い
が
い
た
た
め

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
当
社
へ

の
入
社
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

入
社
以
降
、
７
年
半
ほ
ど

ダ
ン
プ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
妊
娠
を
機

に
事
務
の
仕
事
に
戻
り
ま
し

た
。
出
産
後
は
一
度
退
職
し
、

他
の
会
社
で
契
約
社
員
と
し

て
勤
務
。
契
約
期
間
満
了
に

伴
い
、
次
の
仕
事
を
探
し
て

い
る
時
に
、当
社
の
社
員
か
ら

「
も
う
一
度
当
社
で
仕
事
を

し
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
再
び
入
社
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
現
在
ま

で
約
８
年
間
、
環
境
保
全
事

業
部
に
所
属
し
、
産
業
廃
棄

物
処
理
に
関
す
る
仕
事
に
就

い
て
い
ま
す
。

▽
柴
田　

私
は
14
年
に
入
社

し
ま
し
た
。
以
前
は
別
の
会

社
で
事
務
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
結
婚
・
出
産
を

機
に
退
職
。
友
人
か
ら
当
社

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
当
社

へ
の
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

　

５
年
前
に
社
長
か
ら
「
運

行
管
理
者
試
験
を
受
け
な
い

か
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
猛
勉
強
の
結
果
、
試
験

に
合
格
し
、
運
行
管
理
者
資

格
を
取
得
。
現
在
で
は
、
運

行
管
理
補
助
者
と
し
て
の
仕

事
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
私
の
上
司
で
あ
る
運

行
管
理
者
が
病
気
の
た
め
に

入
院
し
た
時
に
は
、
上
司
の

代
理
と
し
て
運
行
管
理
業
務

に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
昨
年
３
月
に
出
産
を
し

た
際
に
育
児
休
暇
を
取
得

し
、
半
年
休
ん
だ
の
ち
に
仕

事
に
復
帰
し
て
い
ま
す
。

―
―
女
性
が
運
送
事
業
の
仕

事
を
す
る
利
点
は
、
ど
こ
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

▽
杉
村　

女
性
が
事
務
所
で

い
き
い
き
と
仕
事
を
す
る
こ

と
で
、
職
場
の
雰
囲
気
が
見

違
え
る
ほ
ど
明
る
く
な
り
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
男
性
が

多
く
、
さ
ら
に
高
齢
化
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ど
う

し
て
も
華
や
か
さ
に
欠
け
る

き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
取
引
先
に
書
類
を
持
っ

て
行
っ
た
時
な
ど
で
も
、
取

引
先
の
方
に
「
女
性
が
い
る

と
華
や
か
で
す
ね
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
神
山　

職
場
の
雰
囲
気
を

明
る
く
で
き
る
と
い
う
意
味

で
は
、「
運
送
会
社
に
と
っ
て

―
―
「
家
庭
や
子
育
て
と
の

両
立
が
難
し
い
」「
結
婚
や
出

産
に
伴
っ
て
退
職
す
る
女
性

社
員
が
多
く
、
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
づ
ら
い
」

な
ど
、
女
性
が
活
躍
す
る
上

で
障
害
と
な
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

中
で
、
御
社
で
は
ど
う
い
う

点
が「
女
性
の
働
き
や
す
さ
」

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
か
。

▽
杉
村　

仕
事
を
続
け
る
上

で
は
、
様
々
な
悩
み
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
家

庭
で
の
悩
み
な
ど
、
男
性
に

は
相
談
し
づ
ら
い
内
容
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

当
社
で
は
各
部
門
に
女
性
社

員
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

私
が
仕
事
を
続
け
て
い
く
上

で
最
も
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

相
談
の
し
や
す
さ
と
い
う

面
で
は
、
同
じ
立
場
で
話
し

女
性
の
存
在
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
が
ダ
ン
プ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い
た
頃

は
、
様
々
な
現
場
に
行
っ
た

際
に
ヒ
ロ
イ
ン
的
な
存
在
に

扱
っ
て
も
ら
え
ま
し
た（
笑
）。

合
う
こ
と
の
で
き
る
女
性
に

分
が
あ
り
ま
す
。
相
談
に
乗

っ
て
く
れ
た
り
、
自
分
の
代

わ
り
に
仕
事
を
進
め
て
く
れ

た
女
性
社
員
が
い
た
こ
と

は
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。

▽
神
山　

例
え
ば
、
当
社
で

は
授
業
参
観
の
時
な
ど
に

は
、
仕
事
を
一
時
抜
け
て
学

校
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

母
親
と
し
て
の
家
庭
で
の
役

割
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
会

社
だ
っ
た
こ
と
が
、
当
社
で

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
ン
プ
に
乗
っ
て

い
た
時
に
は
、
重
い
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
る
時
や
、

衣
服
が
汚
れ
る
オ
イ
ル
交
換

等
の
際
に
、
周
り
の
男
性
ド

ラ
イ
バ
ー
が
よ
く
手
伝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場

で
の
作
業
が
遅
く
な
っ
た
時

に
は
、
残
っ
た
仕
事
を
引
き

受
け
て
く
れ
て
、「
先
に
帰
っ

て
い
い
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
男
性

社
員
の
女
性
へ
の
理
解
が
深

い
会
社
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
、
仕
事
を
続
け
る
上
で
は

本
当
に
助
か
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

▽
柴
田　

総
務
課
長
が
女
性

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
当

社
に
と
っ
て
は
女
性
活
躍
の

大
き
な
武
器
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
単
に
上
司
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
人
生

の
先
輩
と
し
て
、
各
家
庭
の

細
か
い
と
こ
ろ
に
ま
で
配
慮

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

出
産
し
て
仕
事
に
復
帰
し

―
―
最
後
に
、
今
後
運
送
業

で
働
く
女
性
を
増
や
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
は

何
か
、
こ
れ
ま
で
の
御
社
で

の
ご
経
験
を
踏
ま
え
た
上
で
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
杉
村　

学
生
に
と
っ
て
は
、

運
送
会
社
が
ど
う
い
う
仕
事

を
し
て
い
る
会
社
な
の
か
が

よ
く
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま

た
残
念
な
が
ら
運
送
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
も
決
し
て
良
く
は

な
い
の
が
現
状
で
す
。
以
前

た
後
、
上
司
が
病
気
の
た
め

に
休
職
し
ま
し
た
。
当
時
は

子
ど
も
も
ま
だ
幼
か
っ
た
の

で
す
が
、
他
の
女
性
社
員
が

協
力
し
て
仕
事
を
手
伝
っ
て

く
だ
さ
っ
た
た
め
、
お
か
げ

さ
ま
で
子
育
て
中
も
そ
れ
ほ

ど
苦
労
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

子
ど
も
が
風
邪
で
寝
込
ん

で
、
病
院
に
連
れ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
時

に
も
、
皆
で
仕
事
を
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
優
し
く
私
の
こ

と
を
送
り
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
母

親
へ
の
理
解
が
あ
る
会
社
だ

っ
た
お
か
げ
で
、
仕
事
と
家

庭
と
の
両
立
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

は
、
高
校
な
ど
に
求
人
募
集

を
出
せ
ば
応
募
し
て
き
た
学

生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
は
応
募
が
め
っ

き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
女
子
中
学
生
や
女

子
高
校
生
な
ど
に
業
界
を
Ｐ

Ｒ
し
、
運
送
業
界
を
正
し
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、

そ
し
て
「
ダ
ン
プ
の
仕
事
は

力
の
い
る
荷
役
作
業
が
少
な

く
、
女
性
で
も
活
躍
で
き
る

場
で
あ
る
」
こ
と
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▽
神
山　

運
送
業
界
で
懸
命

に
働
く
女
性
た
ち
を
支
え

る
、
周
り
の
環
境
の
整
備
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
の
経
験
で
い
う
と
、
ダ
ン

プ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い

た
時
に
「
ト
イ
レ
を
利
用
し

た
い
」
と
思
っ
て
も
、
工
事

現
場
の
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
は

男
性
ば
か
り
で
入
り
づ
ら

く
、辛
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

昼
食
を
ど
こ
で
取
る
か
と
い

う
こ
と
も
毎
日
の
悩
み
で
し

た
。
最
近
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
が
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
駐
車
場
に
大
型
車
を

止
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
多

い
の
で
す
。

▽
柴
田　

配
車
担
当
と
し
て

は
、
例
え
ば
運
行
中
に
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
が
当
社
の
事
務

所
に
何
度
も
寄
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
形
に
す
る
な

ど
、
男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
と
は

分
け
て
運
行
す
る
体
制
を
採

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
事

の
場
所
に
つ
い
て
も
、
食
事

を
取
れ
る
よ
う
な
場
所
が
周

り
に
何
も
な
い
よ
う
な
現
場

に
は
配
車
し
な
い
な
ど
、
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
配
慮
は

大
事
で
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

10年以上にわたって同社で仕事を続けてきた３人の女性社員たち



平成28年（2016年）11月1日 （8）第2072号（第3種郵便物認可）

お試し無料モニター受付中！ 30日間

クラウド型運行管理システム

▼
「
三
種
の

神
器
」
と
言

う
と
、
神
話

で
天
孫
降
臨

の
際
に
、瓊
々

杵
命
（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）
が
天
照
大
御
神

（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）
よ
り
「
八

坂
瓊
曲
玉（
や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま
）」、「
八

咫
の
鏡
（
や
た
の
か
が
み
）」、「
草
薙
剣
（
く

さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ
）」
を
神
代
と
し
て
授
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
三
種
の
神

器
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
私

の
昔
の
記
憶
を
辿
る
と
、
昭
和
40
年
代
当

時
の
お
弁
当
の
三
種
の
神
器
と
言
え
ば「
卵

焼
き
」、「
赤
い
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
」、

「
鮭
の
切
り
身
」
の
３
品
で
し
た
。
▼
お

弁
当
の
蓋
を
開
け
た
瞬
間
、
白
米
に
卵
焼

き
の
「
黄
」、
ウ
イ
ン
ナ
ー
の
「
赤
」、
そ

し
て
キ
ュ
ウ
リ
の
塩
も
み
の
「
緑
」
と
カ
ラ

フ
ル
な
色
彩
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
酸
に
強
い
ア
ル
マ
イ
ト
製

の
弁
当
箱
は
当
時
の
流
行
で
し
た
。
▼
私

の
母
は
大
病
を
繰
り
返
し
、
病
弱
な
身
体

で
し
た
が
、
料
理
が
と
て
も
好
き
で
し
た
。

当
時
と
し
て
は
画
期
的
と
思
わ
れ
る
近
所

の
主
婦
仲
間
６
人
で
自
宅
に
月
２
回
講
師

を
招
い
て
、
料
理
教
室
を
開
い
て
い
ま
し

た
。
毎
回
６
人
の
台
所
を
持
ち
歩
く
形
で

開
く
料
理
教
室
が
あ
る
日
の
母
は
、
朝
か

ら
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
た
の
を
子
供
心
に
覚

え
て
い
ま
す
。
▼
野
菜
オ
ム
レ
ツ
、
ゴ
ロ
ゴ

ロ
酢
豚
、
豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
、
今
で
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
、
当

時
と
し
て
は
と
て
も
斬
新
で
し
た
。
昨
年

６
月
に
母
が
亡
く
な
り
法
要
が
済
ん
だ
後

に
母
の
箪
笥
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

図
解
入
り
で
詳
細
に
メ
モ
さ
れ
た
料
理
教

室
の
レ
シ
ピ
が
出
て
き
ま
し
た
。
文
字
通
り

「
母
の
手
作
り
の
レ
シ
ピ
」
で
す
。
コ
ピ
ー

な
ど
な
い
時
代
に
母
は
講
師
の
指
導
内
容

を
事
細
か
に
レ
シ
ピ
に
再
現
し
て
い
ま
し

た
。
▼
現
在
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
有
名
無

名
を
問
わ
ず
料
理
本
が
氾
濫
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
情
報
過
多
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
母
の
レ
シ
ピ
は

大
事
に
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
く
言

う
私
も
、
学
生
時
代
に
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト

ラ
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
調
理
場
を
こ
の

目
で
直
に
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
関
係
か

ら
、
料
理
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
下
ご

し
ら
え
に
時
間
を
か
け
る
分
、
料
理
が
美

味
し
く
な
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。
作

る
側
の
愛
情
が
注
が
れ
魔
法
の
よ
う
に
味

が
幾
重
に
も
変
化
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

鍋
の
中
で
具
材
同
士
が
お
互
い
の
持
ち
味

を
存
分
に
出
し
切
り
美
味
な
味
に
仕
上
が

る
様
は
感
動
的
で
す
ら
あ
り
ま
す
。
▼
夕

方
に
な
る
と
自
転
車
に
乗
っ
た
引
き
売
り

の
豆
腐
屋
さ
ん
の
ラ
ッ
パ
が
街
角
に
響
き
、

こ
の
時
期
、
七
輪
で
焼
く
秋
刀
魚
の
煙
の

匂
い
が
遊
び
場
に
漂
う
と
家
路
に
着
い
た

も
の
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
な
い
時
代
、
そ

れ
ぞ
れ
の
屋
根
の
下
で
作
ら
れ
る
家
庭
料

理
は
、
今
に
し
て
思
え
ば
温
も
り
溢
れ
る

家
族
の
輪
の
象
徴
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
▼
弁
当
は
、
中
国
南
宋
時
代
の
好
都

合
の
意
味｢

便
当｣

が
語
源
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
土
桃
山
時
代
に
は｢

弁
（
そ
な
）

え
て
用
に
当
て
る｣

事
か
ら｢

弁
当｣

に

変
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
母
の
作

る
弁
当
で
は｢

の
り
だ
ん
だ
ん｣

が
好
き

で
し
た
。
弁
当
箱
の
半
分
ま
で
ご
飯
を
入

れ
そ
の
上
に
醤
油
に
浸
し
た
鰹
節
を
乗
せ

海
苔
を
敷
き
、
ま
た
鰹
節
、
海
苔
と
二
重

構
造
に
し
ま
す
。
お
か
ず
は
竹
輪
の
カ
レ

ー
粉
揚
げ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
千
切
り
炒
め

と
卵
焼
き
、
茹
で
た
人
参
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
で
、
と
て
も
美
味
で
し
た
。
▼
私
も

家
族
４
人
で
囲
ん
だ
丸
い
食
卓
に
並
ん
だ

あ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
数
々
を
、
可
能
な
限
り

再
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
完
成

し
た
料
理
の
味
は
母
の
味
付
け
に
は
遠
く

及
ば
な
い
で
し
ょ
う
。
母
が
台
所
で
ト
ン

ト
ン
と
野
菜
を
刻
む
軽
快
な
リ
ズ
ム
音
が

今
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2016・11・1

こ
ち
ら
広
報
室
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TBSラジオをキーステーションに
全国33局ネット

『全日本トラック協会 presents ドライバーズ・リクエスト』
エリア 放送局 時間 エリア 放送局 時間
関　東 TBSラジオ 13:42～13:49 和歌山県 和歌山放送 12:30～12:37
北海道 北海道放送 15:35～15:42 島根県

鳥取県 山陰放送 12:30～12:37
青森県 青森放送 13:05～13:12
秋田県 秋田放送 12:10～12:17 岡山県 山陽放送 12:50～12:57
岩手県 岩手放送 12:25～12:32 広島県 中国放送 17:15～17:22
山形県 山形放送 12:20～12:27 山口県 山口放送 14:50～14:57
宮城県 東北放送 12:20～12:27 香川県 西日本放送 12:50～12:57
福島県 ラジオ福島 16:10～16:17 徳島県 四国放送 13:10～13:17
新潟県 新潟放送 12:23～12:30 愛媛県 南海放送 15:00～15:07
長野県 信越放送 13:35～13:45 高知県 高知放送 13:05～13:12
富山県 北日本放送 12:10～12:17 福岡県 RKB毎日放送 13:32～13:39
石川県 北陸放送 11:50～11:57 長崎県 長崎放送 12:15～12:22
福井県 福井放送 12:50～12:57 大分県 大分放送 12:10～12:20
山梨県 山梨放送 12:30～12:37 熊本県 熊本放送 13:15～13:22
静岡県 静岡放送 12:45～12:52 宮崎県 宮崎放送 16:20～16:27
東　海 CBCラジオ 13:39～13:46 鹿児島県 南日本放送 13:00～13:10
関　西 毎日放送 15:45～15:52 沖縄県 琉球放送 14:50～14:57

▼放送局一覧

　北海道の十勝地区トラック協会（沢本輝之会長）は9月4日、帯広市西2条南9丁目ホコテ
ンイベント会場において、｢チビッコあつまれ！ 読み聞かせ広場｣を開催した。
　同イベントでは、札幌地区トラック協会（奈良幹男会長）の「トラックの日」マスコット
キャラクター「ランディー」の絵本を用い、作者のそらさんによる絵本の読み聞かせやサイ
ン会を実施。トラックの試乗体験等も行い、約1,400人が来場した。

　石川県トラック協会
（谷本義治会長）は10
月1日、「クリーン作戦
2016」と題し、県下7地
区7か所で一斉道路清
掃活動を展開した。
　平成6年から毎年実
施しているこの活動は、
今回で23回目を数える。
加南・石川・金沢第一・
金沢第二・金沢第三・能
登・奥能登の7支部が、
それぞれ県下主要道路
を午前7時から、一斉に
清掃。会員事業所の役
員および従業員など、
435人が参加した。

　神奈川県トラック協会（吉田修一会長）は10月9日、神奈川県民ホール・大ホールで、「第33回交
通安全こどもショー」を開催した。
　約3万4,000点の応募があった「第17回夢を運ぶトラックデザインコンテスト」の表彰式をはじ
め、神奈川県警交通安全教育隊による「交通安全教室」や、今井ゆうぞうさんによるミニライブコン
サート等が行われ、来場した約2,000人が交通ルールを楽しく学んだ。

　山形県トラック協会（加川操一会長）は10月16日、東村山郡山辺町で「トラックの森」造成事業と
して、植樹およびこれまでに植樹した樹木の手入れ等を行った。
　会員事業者や一般参加者合わせて482人が参加し、山形名物の芋煮会のほか、「送橋神明太
鼓」の演奏やチェーンソーアートの実演が催された。また、参加児童たちが、どんぐりの種から苗を
育て森へ返す「森のホームステイ活動」を行った。

　島根県トラック協会（三島進会長）は10月2日、松江市の錦浜ふれあい広場で開催された「ざいご
フェスティバル」に出展した。ウイング車の荷台に子どもたちの描いたトラックの絵を展示したほか、
トラック試乗コーナーを設けるなど、トラック運送業界のPRを行った。
　10月8日には、宍道湖サービスエリア裏山の「トラックの森」で環境保全活動を実施。雨の中、35
人の参加者が草刈り作業等を行った。

　兵庫県トラック協会（福永征秀会長）は10月9日、神戸ハーバーランドで「トラックの日」PRイベン
トを開催した。
　会場となったカルメニ前・ガス燈通りでは、バンド・ダンスチームによるパフォーマンスをはじめ、
「トラックの日スペシャルスタンプラリー」、「トラッククイズ大会」、「なりきりドライバー体験」といっ
た催しを行うなど、幅広い年齢層の人々にトラック輸送の重要性をPRした。

　岐阜県トラック協会（田口義隆会長）は9月25日、恵那市のバロー恵那店駐車場で開催された
「ENAみのじのみのり祭」に協賛・出展。「交通安全こども広場」を開催し、ブースは約1,000人の家
族連れでにぎわった。
　トラックの運転席や冷凍車の荷台への「乗車体験コーナー」のほか、トラックの死角体験も行い、
子どもたちにトラックへの親しみをもってもらうと同時に、交通安全啓発も行った。

　沖縄県トラック協会（佐次田朗会長）は10月15日、那覇市の九州沖縄トラック研修会館で「トラッ
クの日」イベントを開催した。
　ウイング車の荷台をステージにしたラジオの公開生放送には、佐次田会長や同イベントを視察
に訪れた小林和男全日本トラック協会広報委員長もゲストとして登場。トラックの乗車体験やＧ
マークラッピングトラックの展示、小学生絵画コンクールの表彰式等を行った。

　熊本県トラック協会（住永豊武会長）は9月25日、「うまかな・よかなスタジアム」（熊本市）におい
て、J2サッカーチーム「ロアッソ熊本」とのジョイントによるサンクスマッチを開催した。
　当日は、4,350人が来場。ノベルティの配布を行ったほか、試合前のセレモニーでは「熊本復興
の懸け橋となる！」をテーマに、国民生活や社会経済になくてはならないトラック輸送の役割をア
ピールした。また、県内各地区では10月15日を中心に環境クリーンキャンペーンを実施した。

　香川県トラック協会（楠木寿嗣会長）は、10月16日、国営讃岐まんのう公園（仲多度郡まんのう
町）で行われた「働く車フェスティバル2016」に出展した。
　イベント会場では「輸送戦隊香川トラックレンジャーショー」が行われたほか、トラクターヘッド・
ダンプ車等での同乗走行体験や、冷凍車での冷凍体験、交通安全グッズの配布やエコ工作教室な
どが大勢の家族連れの人気を集めた。

北海道 十勝地区

石　川神奈川山　形

島　根兵　庫岐　阜

沖　縄熊　本香　川

子ども向け絵本読み聞かせイベントを実施

清掃活動「クリーン作戦2016」で社会貢献さまざまなショーで交通安全楽しく学ぶ「トラックの森」植樹祭開催、12年間で7,000本植樹

イベントでの業界PRと環境保全活動を実施クイズやスタンプラリー通じトラック輸送をPR子どもたちに「トラックとふれあう場」を提供

トラックの荷台をステージにラジオの公開生放送復興誓いロアッソ熊本サンクスマッチを開催体験型イベントを展開　家族連れでにぎわう

　11月18日㈮の『ドライバーズ・リクエスト』
は、「物流経営士特集」と題し、物流経営士
である富士陸送㈱（東京都大田区）の山本
由起子代表取締役が登場します。
　物流経営士認定制度についてのほか、受
講のきっかけや感想、資格取得後の同社で
の取り組み等について紹介します。

物流経営士の山本由起子さん（写真左）と番組
パーソナリティーの宮崎瑠依さん（写真右）

※特別番組などにより放送時間が変更になる場合があります。

　各都道府県トラック協会では、「トラックは生活（くらし）
と経済のライフライン」を全国統一標語として、8月から11

月にかけて多彩なイベントを開催しています。今号では、全
国各地で行われた主なイベントについて紹介します。

～ トラックは生活（くらし）と経済のライフライン ～

全国各地で多彩なイベント開催

10月９日はトラックの日


